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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　焦点距離を変化させることができる左右一対の可変焦点レンズを備え、左右の視力が異
なる使用者を含む個々の使用者が使用する可変焦点眼鏡において；
　前記可変焦点レンズ毎に設けられ、前記可変焦点レンズの焦点距離を変化させる駆動部
と、
　前記駆動部を駆動させて連続的に可変焦点レンズの焦点距離を変化させる所定の操作を
行うスイッチと、
　前記スイッチの所定の操作を受けて前記駆動部を制御する制御部と、
を備えており、
　前記スイッチの操作時間の変化量、前記操作時間に相関する一定の変化量のうち、いず
れかの変化量に応じて変化する、前記個々の使用者が視認対象物を明瞭に視認できる視認
駆動量を、前記駆動部毎に決定する機能を有しており、
　前記使用者が、前記スイッチに対し、前記所定の操作をした場合に、前記駆動部の各駆
動量が、同時に、前記視認駆動量となるように、前記制御部が前記駆動部を個別に制御す
ることを特徴とする可変焦点眼鏡。
【請求項２】
　個々の使用者毎に、事前に記憶された、所定の記憶用対象物を明瞭に視認できる際の駆
動部の各駆動量から、前記視認駆動量を設定する所定の関数が導出され、
　前記関数に基づいて、前記視認駆動量が設定されることを特徴とする請求項１に記載の
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可変焦点眼鏡。
【請求項３】
　前記駆動部を停止した場合に、前記視認駆動量が維持されることを特徴とする請求項１
または請求項２に記載の可変焦点眼鏡。
【請求項４】
　前記可変焦点レンズが、液体の出し入れによって焦点距離を変化させることができる可
変焦点レンズであり、
　前記駆動部が、前記液体を出し入れして前記可変焦点レンズの焦点距離を変化させる駆
動部であることを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれか１つに記載の可変焦点眼鏡
。
【請求項５】
　前記駆動部が、駆動源と、前記駆動源が駆動することにより可動する可動部とを備えて
おり、
　前記可動部の移動量を、前記駆動量とし、
　前記視認距離にある前記視認対象物を明瞭に視認できる際の、前記可動部の移動量を、
視認駆動量とすることを特徴とする請求項４に記載の可変焦点眼鏡。
【請求項６】
　前記可変焦点レンズが、印加電圧の増減によって焦点距離を変化させることができる可
変焦点レンズであり、
　前記駆動部が、前記印加電圧を増減して前記可変焦点レンズの焦点距離を変化させる駆
動部であることを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれか１つに記載の可変焦点眼鏡
。
【請求項７】
　請求項１乃至請求項６に記載の可変焦点眼鏡が、さらに前記視認対象物までの距離を測
定する距離測定手段を備えていることを特徴とする可変焦点眼鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、焦点距離を調整することができる可変焦点眼鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　人間の目は、一般的に、加齢によって焦点調節機能が低下し、老視の症状が現れてくる
。このため、従来技術では、近用眼鏡（近いものを見る眼鏡、例えば老眼鏡）を掛ける必
要が生じる。また、近視である者が加齢して、老視の症状が現れた場合には、近用眼鏡（
近いものを見る眼鏡、例えば老眼鏡）と遠用眼鏡（遠くのものを見る眼鏡、近視用眼鏡）
を交互に掛け替えねばならなかった。そこで、これらの問題点を解決するために、可変焦
点レンズを用いて遠近を見る眼鏡が公開されている。
【０００３】
　例えば、内部に空間が形成されたレンズと、レンズの空間およびこの空間に連なるリザ
ーバに液体を封入し、リザーバに設けられたダイアルを回転させることにより、レンズの
空間に流入する液体の量を変化させて度数を調整できる可変焦点眼鏡が出願されている。
（例えば、特許文献１）
【０００４】
　しかしながら、この可変焦点眼鏡は、視認対象物までの距離に応じて、都度、使用者が
右のダイアル、左のダイアルを、個別に回転させなければならず、左右の視力が異なる使
用者、あるいは左右の視力が同じ使用者が、可変焦点レンズの焦点距離を連続的に変化さ
せて、視認対象物を視認しようとした場合に、使用者毎に、左右同時に、視認対象物を明
瞭に視認できるようにすること（視認対象物の像を使用者の左右の網膜に、同時に結像さ
せること、使用者の左右の網膜に、同時にピントを合わせること）ができないという課題
を有している。
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【０００５】
　また、可変焦点レンズを用いて遠近を見る眼鏡として、ポンプの作動によりレンズ体の
内部の透明液体の容量を変えて、焦点を変化させようとする眼鏡が公開されている。（例
えば、特許文献２）
【０００６】
　ところで、この眼鏡は、ポンプが作動すると、透明液体が、注入口からレンズ体内に流
入し、一方で、レンズ体内の透明液体が、排出口から排出される。そして、排出口から排
出された透明液体は、チューブおよびポンプを介して再び注入口からレンズ体内に注入さ
れる。つまり、透明液体が循環するに過ぎず、そもそも、レンズ体の焦点距離を調整する
ことができないという不具合を有している。
【０００７】
　また、この眼鏡は、ポンプの吐出側に接続される１本のチューブが途中で分岐しており
、透明液体が各々のレンズ体に注入されるようになっている。そして、各々のレンズ体か
ら排出された透明液体が１本のチューブに合流し、ポンプの吸入側に接続するようになっ
ている。つまり、この眼鏡は、左右のレンズ体毎に焦点距離を調整する仕組みを備えてお
らず、左右のレンズ体毎に焦点距離を調整することができない。つまり、この眼鏡は、左
右の視力が異なる使用者、あるいは左右の視力が同じ使用者が、可変焦点レンズの焦点距
離を連続的に変化させて、視認対象物を視認しようとした場合に、使用者毎に、左右同時
に、視認対象物を明瞭に視認できるようにすること（視認対象物の像を使用者の左右の網
膜に、同時に結像させること、使用者の左右の網膜に、同時にピントを合わせること）が
できないという課題を有している。
【０００８】
　また、可変焦点レンズを用いて遠近を見る眼鏡として、フレームに設けられた複数のス
イッチを同時に押すと、可変焦点レンズに電圧を印加して、焦点の切り替えをする電子眼
鏡が公開されている。（例えば、特許文献３）
【０００９】
　しかしながら、この電子眼鏡は、単に遠方視野、近方視野を切り替えるだけであり、視
力が異なる使用者が、この電子眼鏡を使用したとしても、使用者が視認対象物を明確に見
ることができるとは限らない。この電子眼鏡は、左右の視力が異なる使用者、あるいは左
右の視力が同じ使用者が、可変焦点レンズの焦点距離を連続的に変化させて、視認対象物
を視認しようとした場合に、使用者毎に、左右同時に、視認対象物を明瞭に視認できるよ
うにすること（視認対象物の像を使用者の左右の網膜に、同時に結像させること、使用者
の左右の網膜に、同時にピントを合わせること）ができないという課題を有している。
【００１０】
　また、可変焦点レンズを用いて遠近を見る眼鏡として、遠方を見る固定レンズに、液晶
レンズを貼り合わせ、焦点切替スイッチを押して、プランジャをＯＮ接点側に切り替える
と、液晶レンズに電圧が印加されて、近方視野に切り替えられ、プランジャをＯＦＦ接点
側に切り替えると、液晶レンズに印加される電圧が停止されて、固体レンズの度数により
、遠方視野をみることができる電子眼鏡が公開されている。（例えば、特許文献４）
【００１１】
　しかしながら、この電子眼鏡は、単に遠方視野、近方視野を切り替えるだけであり、視
力が異なる使用者が、この電子眼鏡を使用したとしても、使用者が視認対象物を明確に見
ることができるとは限らない。この電子眼鏡は、左右の視力が異なる使用者、あるいは左
右の視力が同じ使用者が、可変焦点レンズの焦点距離を連続的に変化させて、視認対象物
を視認しようとした場合に、使用者毎に、左右同時に、視認対象物を明瞭に視認できるよ
うにすること（視認対象物の像を使用者の左右の網膜に、同時に結像させること、使用者
の左右の網膜に、同時にピントを合わせること）ができないという課題を有している。
【００１２】
　なお、この電子眼鏡は、遠方用として、使用者固有の固体レンズを用いなければならな
いので、使用者が代わると、必ずしも視認対象物を明瞭に見られるとは限らないという課
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題を有している。しかも、この電子眼鏡は、使用者専用として用いた場合でも、使用者の
度数が進んでしまうと、固体レンズの部分を作り直す必要があり、引いては、液晶レンズ
も作り直さなければならないという課題を有している。したがって、この電子眼鏡は、視
力の異なる使用者、左右の視力が異なる使用者に対する汎用性がないばかりでなく、使用
者専用として用いた場合にも、使用できる条件（例えば、使用者の視力が変わらない）が
限定されてしまう課題も有している。
【００１３】
　また、可変焦点レンズを用いて遠近を見る眼鏡として、ベローズ内のエレクトロアクテ
ィブポリマー部材と対向電極との間に電圧を印加してベローズを変形させることで、可変
焦点レンズ部のメンブレンに流動性透明充填液を出し入れさせて、焦点距離を変える可変
焦点レンズ装置が公開されている。（例えば、特許文献５）
【００１４】
　しかしながら、この可変焦点レンズ装置は、単に、液圧ポンプを駆動させ、流動性透明
充填液を出入りさせて、メンブレンを湾曲させ、焦点を切り替えるだけであり、視認する
視認対処物が代わると、いちいち、片側ずつ、左右の可変焦点レンズの焦点距離を合わせ
なければならない。この可変焦点レンズ装置は、左右の視力が異なる使用者、あるいは左
右の視力が同じ使用者が、可変焦点レンズの焦点距離を連続的に変化させて、視認対象物
を視認しようとした場合に、使用者毎に、左右同時に、視認対象物を明瞭に視認できるよ
うにすること（視認対象物の像を使用者の左右の網膜に、同時に結像させること、使用者
の左右の網膜に、同時にピントを合わせること）ができないという課題を有している。
【００１５】
【特許文献１】特表２０１１－５１６９２５号公報
【特許文献２】特開平５－３０３０１１
【特許文献３】特開２００９－８０２４２号公報
【特許文献４】特開２００９－９８６４９号公報
【特許文献５】特開２００９－２５１４２０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　本願発明は上記点に鑑み、左右の視力が異なる使用者、あるいは左右の視力が同じ使用
者が、可変焦点レンズの焦点距離を連続的に変化させて、視認対象物を視認しようとした
場合に、使用者毎に、左右同時に、視認対象物を明瞭に視認できるようにすること（視認
対象物の像を使用者の左右の網膜に、同時に結像させること、使用者の左右の網膜に、同
時にピントを合わせること）ができる可変焦点眼鏡を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　本発明は、上記目的を達成するために、請求項１に記載の発明では、焦点距離を変化さ
せることができる左右一対の可変焦点レンズを備え、左右の視力が異なる使用者を含む個
々の使用者が使用する可変焦点眼鏡において；
　可変焦点レンズ毎に設けられ、可変焦点レンズの焦点距離を変化させる駆動部と、
　駆動部を駆動させて連続的に可変焦点レンズの焦点距離を変化させる所定の操作を行う
スイッチと、
　スイッチの所定の操作を受けて駆動部を制御する制御部と、
を備えており、
　スイッチの操作時間の変化量、操作時間に相関する一定の変化量のうち、いずれかの変
化量に応じて変化する、個々の使用者が視認対象物を明瞭に視認できる視認駆動量を、駆
動部毎に決定する機能を有しており、
　使用者が、スイッチに対し、所定の操作をした場合に、駆動部の各駆動量が、同時に、
視認駆動量となるように、制御部が駆動部を個別に制御することを特徴とする。
【００１８】
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　これによれば、スイッチに対し、所定の操作をした場合、駆動部の各駆動量が、同時に
、視認駆動量となる状態を維持しながら、焦点距離を変化させることができる。この駆動
部は、可変焦点レンズ毎に設けられ、可変焦点レンズの焦点距離を変化させるものである
。また、視認駆動量は、可変焦点レンズの焦点距離が連続して変化する毎に、左右の視力
が異なる使用者を含む可変焦点眼鏡の使用者が、個々に、視認対象物を明瞭に視認できる
駆動量であるから、駆動部の各駆動量を、同時に、視認駆動量となるようにすると、左右
同時に、視認対象物を明瞭に視認できるようにすること（視認対象物の像を使用者の左右
の網膜に、同時に結像させること、使用者の左右の網膜に、同時にピントを合わせること
）ができる。
【００１９】
　このため、使用者が所定の距離にある視認対象物を視認した状態で、所定の操作をした
場合、左右の視力が異なる使用者であっても、左右の可変焦点レンズの個々の焦点距離が
、所定の距離にある視認対象物を明瞭に視認できる焦点距離に達したところで、使用者は
、左右同時に、所定の距離にある視認対象物を明瞭に視認することができる。
【００２０】
　その結果、左右の視力が異なる使用者、あるいは左右の視力が同じ使用者が、可変焦点
レンズの焦点距離を連続的に変化させて、視認対象物を視認しようとした場合に、使用者
毎に、左右同時に、視認対象物を明瞭に視認できるようにすること（視認対象物の像を使
用者の左右の網膜に、同時に結像させること、使用者の左右の網膜に、同時にピントを合
わせること）ができる可変焦点眼鏡を提供することができる。
【００２１】
　また、簡単な操作によって、使用者毎に、左右同時に、視認対象物を明瞭に視認させる
こと（視認対象物の像を使用者の左右の網膜に、同時に結像させること、使用者の左右の
網膜に、同時にピントを合わせること）ができる可変焦点眼鏡を提供することができる。
【００２２】
　請求項２に記載の発明では、請求項１において、個々の使用者毎に、事前に記憶された
、所定の記憶用対象物を明瞭に視認できる際の駆動部の各駆動量から、前記視認駆動量を
設定する所定の関数が導出され、
　前記関数に基づいて、前記視認駆動量が設定されることを特徴とする。
【００２３】
　これによれば、左右の視力が異なる使用者であっても、個々に、視認対象物を明瞭に視
認できる視認駆動量を設定することができる。
【００２４】
　請求項３に記載の発明では、請求項１または請求項２において、駆動部を停止した場合
に、視認駆動量が維持されることを特徴とする記載の可変焦点眼鏡。
【００２５】
　これによれば、使用者が、視認したい視認対象物を明瞭に視認できるところで、視認対
象物を明瞭に視認できる状態を維持することができる。
【００２６】
　請求項４に記載の発明では、請求項１乃至請求項３のいずれか１つにおいて、可変焦点
レンズが、液体の出し入れによって焦点距離を変化させることができる可変焦点レンズで
あり、
　駆動部が、液体を出し入れして可変焦点レンズの焦点距離を変化させる駆動部であるこ
とを特徴とする。
【００２７】
　これによれば、可変焦点レンズが、液体の出し入れによって焦点距離を変化させること
ができる可変焦点レンズであるため、液晶式の可変焦点眼鏡のような課題、すなわち、誘
電体材料を用いているために、一般的に、レンズにおける光の透過率が低くなる課題、レ
ンズにおける光の透過率が低くなると、明度が下がり、使用者の瞳孔径が大きくなって、
焦点深度が浅くなり、焦点を合わせ難いという課題、利用者に負担をかけてしまうという
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課題、大口径にすることが難しく、視野が限定されるという課題を解決することができる
。
【００２８】
　なお、請求項５に記載の発明のように、請求項４において、駆動部が、駆動源と、駆動
源が駆動することにより可動する可動部とを備えており、
　可動部の移動量を、駆動量とし、
　視認距離にある視認対象物を明瞭に視認できる際の、可動部の移動量を、視認駆動量と
してもよい。
【００２９】
　請求項６に記載の発明では、請求項１乃至請求項３のいずれか１つにおいて、可変焦点
レンズが、印加電圧の増減によって焦点距離を変化させることができる可変焦点レンズで
あり、
　駆動部が、印加電圧を増減して可変焦点レンズの焦点距離を変化させる駆動部であるこ
とを特徴とする。
【００３０】
　これによれば、装置を小型化、軽量化することができる。その結果、使用者にとって掛
け心地のよい可変焦点眼鏡を提供することができる。また、液体式の可変焦点眼鏡のよう
に、液漏れを考慮する必要がない。
【００３１】
　請求項７に記載の発明のように、請求項１乃至請求項６に記載の可変焦点眼鏡が、さら
に視認対象物までの距離を測定する距離測定手段を備えていてもよい。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３２】
（第１の実施形態）
　第１の実施形態は、可変焦点眼鏡のうち、液体式可変焦点眼鏡に関する。図１は、可変
焦点眼鏡１１の平面図で、図２のＡ－Ａ断面図である。図２は、可変焦点眼鏡の正面図で
ある。図３は、図１のＢ－Ｂ断面図である。図４は、図１のＣ－Ｃ断面図である。図５は
、可変焦点レンズおよび駆動部の拡大図である。図１に示すように、可変焦点眼鏡１１は
、眼鏡フレーム１３の前面部分を構成し、左右一対の可変焦点レンズ１５を保持するフロ
ント１７、フロント１７に連なるテンプル１９を備えている。第１の実施形態では、テン
プル１９は、フロント１７と一体に形成されるが、一般的に使用される眼鏡と同様に、テ
ンプル１９をフロント１７と別体にし、所定の連結部材などを介して折り曲げる構造とし
てもよい。
【００３３】
　なお、以下の説明では、必要に応じて、左右一対の可変焦点レンズ１５、テンプル１９
を、次のように使い分けて説明する。すなわち、左右一対の可変焦点レンズ１５のうち、
使用者が可変焦点眼鏡１１をかけた状態で、右側の可変焦点レンズ１５を可変焦点レンズ
１５Ｒと称し、左側の可変焦点レンズ１５を可変焦点レンズ１５Ｌと称するものとする。
また、使用者が可変焦点眼鏡１１をかけた状態で、右側のテンプル１９を、テンプル１９
Ｒと称し、左側のテンプル１９を、テンプル１９Ｌと称するものとする。また、右側のテ
ンプル１９Ｒに設けられた駆動部２３を、駆動部２３Ｒと称し、左側のテンプル１９Ｌに
設けられた駆動部２３を、駆動部２３Ｌと称するものとする。また、右側のテンプル１９
Ｒに設けられたステッピングモータ３５を、ステッピングモータ３５Ｒと称し、左側のテ
ンプル１９Ｌに設けられたステッピングモータ３５を、ステッピングモータ３５Ｌと称す
るものとする。ステッピングモータ３５は、本願発明の駆動源の一例を構成する。
【００３４】
　また、ステッピングモータが駆動すると、結果的に、駆動部が駆動する。また、制御部
がステッピングモータを制御することは、結果的に、制御部が駆動部を制御することでも
ある。このため、適宜、ステッピングモータ（駆動部）を駆動する、制御部がステッピン
グモータ（駆動部）を制御する、などと記載する。また、制御部は、後述する記憶部を含
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めた広い概念で用いており、適宜、記憶部（制御部）に記憶する、記憶部（制御部）に記
憶される、などと記載する。
【００３５】
　本願発明の視認距離、視認駆動量、操作時間について、説明する。本願発明の視認距離
とは、可変焦点レンズの焦点距離を変化させた際に、使用者が視認対象物を明瞭に視認で
きる距離である。視認距離は、可変焦点眼鏡の所定の部位と、視認対象物との距離であっ
てもよく、使用者と、視認対象物との距離としてもよい。また、可変焦点眼鏡の所定の部
位、あるいは使用者と、視認対象物との間に設定される所定の位置から視認対象物までの
距離としてもよい。因みに、可変焦点眼鏡は、連続的に可変焦点レンズの焦点距離を変化
させた場合に、使用者が視認対象物を明瞭に視認できる視認距離が、都度、変更される。
本願発明の視認駆動量とは、視認距離にある視認対象物を明瞭に視認できる際の、駆動部
の駆動量である。
【００３６】
　本願発明の操作時間とは、駆動部を駆動させて連続的に可変焦点レンズの焦点距離を変
化させる所定の操作を行うスイッチに対し、押す、触れる、触る、オンするなどして、駆
動部を駆動させる時間を言う。なお、本願発明の操作時間を、上述したスイッチ（駆動部
を駆動させて連続的に可変焦点レンズの焦点距離を変化させる所定の操作を行うスイッチ
）を押す、触れる、触る、オンする際の時間としてもよい。
【００３７】
　なお、本願発明における可変焦点眼鏡の使用者は、必ずしも、左右の視力が同じである
必要はなく、左右の視力が異なっていてもよい。
【００３８】
　可変焦点レンズ１５は、図５に示すように、前面側を形成する前面レンズ１５ａ、後面
側を形成する後面レンズ１５ｂ、前面レンズ１５ａおよび後面レンズ１５ｂの間に配置さ
れる可撓性の可撓膜１５ｃを備えている。前面レンズ１５ａと可撓膜１５ｃとの間には、
空間１５ｄが形成され、可撓膜１５ｃと後面レンズ１５ｂとの間には、空間１５ｅが形成
される。上述した後面レンズ１５ｂには、空間１５ｅと連通路１３ａとを連通する孔部１
５ｆが形成されている。連通路１３ａは、孔部１５ｆと、後述する貯留室３７とを連通す
る。空間１５ｅ、孔部１５ｆ、連通路１３ａ、貯留室３７には透明液体２１（例えば、透
明度の高いシリコン油）が充填されている。
【００３９】
　また、右側のテンプル１９Ｒには、右側の可変焦点レンズ１５Ｒに透明液体２１を出し
入れして、右側の可変焦点レンズ１５Ｒの厚みを変化させることにより、右側の可変焦点
レンズ１５Ｒの焦点距離を変化させる駆動部２３Ｒと、駆動部２３Ｒ、２３Ｌ、制御部２
５に電力を供給する電源供給部２７とが設けられている。また、左側のテンプル１９Ｌに
は、左側の可変焦点レンズ１５Ｌに透明液体２１を出し入れして、左側の可変焦点レンズ
１５Ｌの厚みを変化させることにより、左側の可変焦点レンズ１５Ｌの焦点距離を変化さ
せる駆動部２３Ｌと、駆動部２３Ｒ、２３Ｌを制御する制御部２５とが設けられている。
電源供給部２７から供給される電力は、配線２９（図２に図示）を経由して、駆動部２３
、制御部２５に送電される。上述した配線２９は、エッチング、銅箔の貼り付け等により
、フィルム上に形成された配線パターンであってもよい。配線パターンをフィルム上に形
成することで、眼鏡フレーム１３を小型化することができる。
【００４０】
　次に、駆動部２３について説明する。説明に際しては、左側のテンプル１９Ｌに設けら
れる駆動部２３Ｌについて説明する。なお、右側のテンプル１９Ｒに設けられる駆動部２
３Ｒについては、左側のテンプル１９Ｌに設けられる駆動部２３Ｌと同様に構成される。
【００４１】
　図５に示すように、左側のテンプル１９Ｌには、内径部１９ａが形成されており、この
内径部１９ａに、ピストン３１、送りねじ軸３３、左側のステッピングモータ３５Ｌが内
蔵されている。内径部１９ａのうち、少なくとも、ピストン３１が摺動する部分は、円筒
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状に形成されており、ピストン３１と内径部１９ａとで、透明液体２１を貯留する貯留室
３７が形成される。ピストン３１には、めねじが形成されており、送りねじ軸３３が螺入
されている。
【００４２】
　送りねじ軸３３の内径部３３ａには、左側のステッピングモータ３５Ｌの軸３５ａが圧
入されており、軸３５ａが回転すると、送りねじ軸３３が一体となって回転する。左側の
ステッピングモータ３５Ｌの軸３５ａが、軸３５ａ側の反対側から軸３５ａの方向に見て
反時計方向に回転すると、ピストン３１が図５に示すＤ方向に移動する。この際、貯留室
３７に貯留された透明液体２１が、連通路１３ａ、孔部１５ｆを経由して、空間１５ｅ側
に移動する。空間１５ｅ側に透明液体２１が流入すると、左側の可変焦点レンズ１５Ｌが
厚さ方向に膨らんで、屈折率を高くすることができる（焦点距離を短くすることができる
）。
【００４３】
　また、左側のステッピングモータ３５Ｌの軸３５ａが、軸３５ａ側の反対側から軸３５
ａの方向に見て時計方向に回転すると、ピストン３１が、図５に示すＥ方向に移動する。
この際、空間１５ｅに貯留された透明液体２１が、孔部１５ｆ、連通路１３ａを経由して
、貯留室３７側に移動する。貯留室３７側に透明液体２１が移動すると、左側の可変焦点
レンズ１５Ｌが厚さ方向に縮んで、屈折率を低くすることができる（焦点距離を長くする
ことができる）。なお、ピストン３１には、回り止め３１ａが設けられており、送りねじ
軸３３が回転した際に、ピストン３１が回転しないように構成されている。
【００４４】
　ところで、制御部２５から所定量のパルス信号を、右側のステッピングモータ３５Ｒ、
左側のステッピングモータ３５Ｌに与えると、軸３５ａがパルス信号の量（パルス数）に
応じた角度分だけ、回転する。上述したパルス数は、駆動部２３Ｒ、２３Ｌを駆動させる
際の駆動量である。なお、上述したパルス数は、軸３５ａの回転量に換算することができ
ることから、軸３５ａの回転量を、本願発明の駆動量として扱ってもよい。また、可動部
（例えば、ピストン３１）の移動量を、本願発明の駆動量として扱ってもよい。上述した
可動部（例えば、ピストン３１）の移動量は、リニアスケール、センサなどを用いて検出
してもよい。可動部とは、駆動源（第１の実施形態では、ステッピングモータ３５）が駆
動することにより、可動する部分であり、第１の実施形態では、ピストン３１、送りねじ
軸３３が相当する。
【００４５】
　なお、上述した右側のステッピングモータ３５Ｒ、左側のステッピングモータ３５Ｌに
、ロータリエンコーダを設けてもよい。ロータリエンコーダは、駆動量検出手段として機
能する。図１に示すように、ステッピングモータ３５Ｒ、３５Ｌにロータリエンコーダ３
９を設けると、パルス数およびパルス数から換算される軸３５ａの回転量を極めて正確に
検出することができる。また、パルス数を制御部２５にフィードバックして、駆動部２３
Ｒ、２３Ｌを制御することができる。
【００４６】
　次に、制御部２５について、説明する。制御部２５には、右側のステッピングモータ３
５Ｒ（駆動部２３Ｒ）、左側のステッピングモータ３５Ｌ、（駆動部２３Ｌ）を制御する
制御プログラムが記憶されている。この制御プログラムは、後述するスイッチ（タッチセ
ンサ５１、５７）の操作時間の変化量、あるいは操作時間に相関する一定の変化量のうち
、いずれかの変化量に応じて変化する、個々の使用者が視認対象物を明瞭に視認できる視
認駆動量を、右側のステッピングモータ３５Ｒ（駆動部２３Ｒ）、左側のステッピングモ
ータ３５Ｌ（駆動部２３Ｌ）毎に決定する機能を有している。操作時間に相関する一定の
変化量については、後述する。
【００４７】
　制御部２５について、より詳細に説明する。図６に示すように、制御部２５は、ＣＰＵ
６１、記憶部６３、所定のインターフェース６５を備えている。ＣＰＵ６１は、記憶部６
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３に記憶された制御プログラムを読み込んで、各種の処理を行う機能を有する。
【００４８】
　記憶部６３は、ＲＡＭ６７、ＲＯＭ６９を備えている。ＲＡＭ６７は、制御プログラム
、実行プログラムの一時記憶領域として、種々のフラグ、変数の値などを記憶する機能を
有する。また、ＲＯＭ６９には、ステッピングモータ３５を制御する制御プログラム、後
述するスイッチの操作により入力される信号を判定して各種制御を実行する実行プログラ
ム、初期データなどが記憶されている。
【００４９】
　また、上述した記憶部６３は、視認対象物を使用者が個別に視認し、視認した視認対象
物を、明瞭に視認できる際の駆動部２３の駆動量（ステッピングモータ３５のパルス数な
ど）を記憶する機能を有している。上述した駆動量は、使用者が、後述する教示手段によ
って、教示する。使用者が教示を行うことによって、駆動量が記憶部６３（制御部２５、
あるいは可変焦点眼鏡１１）に記憶される。駆動量は、左右の可変焦点レンズ１５Ｒ、１
５Ｌ毎、あるいは駆動部２３Ｒ、２３Ｌ毎に記憶される。
【００５０】
　なお、上述した記憶部６３とは別に、駆動部２３の駆動量を記憶する部分（例えば、図
６に示す記憶部７１）を設けてもよい。
【００５１】
　次に、操作部４７について説明する。右側のテンプル１９Ｒ、左側のテンプル１９Ｌに
は、操作部４７が設けられている。操作部４７のうち、右側のテンプル１９には、図４に
示すように、電源をオン、オフする電源スイッチ４９、タッチセンサ５１、教示ボタン５
３が設けられている。また、操作部４７のうち、左側のテンプル１９Ｌには、図３に示す
ように、モード切換ボタン５５、タッチセンサ５７、登録ボタン５９が設けられている。
【００５２】
　タッチセンサ５１、タッチセンサ５７に触れると、制御部２５に所定の信号が入力され
る。タッチセンサ５１、タッチセンサ５７は、本願発明のスイッチの一例を構成する。ス
イッチは、上述したタッチセンサの他に、押ボタンスイッチ、近接スイッチなど、他のス
イッチであってもよい。
【００５３】
　モード切換ボタン５５は、モードの切り替えを行う。上述したモード切換ボタン５５を
押すと、自動制御モード、視点切り替えモード、一定モード、任意モード、教示モードを
切り換えることができる。
【００５４】
　自動制御モードとは、視認対象物までの距離に応じて、使用者が、視認対象物を明瞭に
視認できるように、ステッピングモータ３５Ｒ、３５Ｌ（駆動部２３Ｒ、２３Ｌ）を制御
して、可変焦点レンズ１５Ｒ、１５Ｌの焦点距離を自動的に変化させるモードである。視
点切り替えモードとは、異なる距離にある複数の視認対象物に対し、個別に焦点距離を切
り替えるモードであり、使用者が、視認対象物を明瞭に視認できるように、制御部２５が
、ステッピングモータ３５Ｒ、３５Ｌ（駆動部２３Ｒ、２３Ｌ）を制御して、可変焦点レ
ンズ１５Ｒ、１５Ｌの焦点距離を変化させるモードである。一定モードとは、自動車を運
転するときのように、焦点距離が変化しては不都合を生じる場合に、焦点距離を一定にす
るモードである。任意モードとは、手動制御によって、可変焦点レンズ１５Ｒ、１５Ｌの
焦点距離を変化させるモードである。
【００５５】
　ところで、使用者毎に、視認対象物を明瞭に視認できるようにするためには、使用者が
事前に教示を行う。教示を行うには、モード切換ボタン５５を押して、教示モードにする
。なお、視認対象物が明瞭に視認できる際には、視認対象物の像が、使用者の網膜に結像
している（ピントが合っている）状態となる。
【００５６】
　教示モード時に、使用者が指でタッチセンサ５１に触れると、制御部２５に所定の信号
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が入力される。そして、使用者がタッチセンサ５１から指を離すと、信号の入力が停止さ
れる。制御部２５は、信号が入力されるごとに、右側のステッピングモータ３５Ｒの軸３
５ａが正転、逆転を交互に繰り返すように、右側のステッピングモータ３５Ｒを制御する
。タッチセンサ５１に触れている間は、軸３５ａの正転または逆転が維持され、指を離す
と、停止する。
【００５７】
　同様に、教示モード時に、使用者が指でタッチセンサ５７に触れると、制御部２５に所
定の信号が入力される。そして、使用者がタッチセンサ５７から指を離すと、信号の入力
が停止される。制御部２５は、信号が入力されるごとに、左側のステッピングモータ３５
Ｌの軸３５ａが正転、逆転を交互に繰り返すように、左側のステッピングモータ３５Ｌを
制御する。タッチセンサ５７に触れている間は、軸３５ａの正転または逆転が維持され、
指を離すと、停止する。
【００５８】
　教示には、遠近２点を教示する２点教示、３点を教示する３点教示、多点を教示する多
点教示などがある。
【００５９】
　２点教示について、説明する。最初に、右側の可変焦点レンズ１５Ｒにおける教示の手
順を説明する。図１において、使用者が、左側の可変焦点レンズ１５Ｌを手で覆い、第１
の距離（例えば、眼鏡フレーム１３から視認対象物ＯＢ１までの距離Ｌ１＝３０ｃｍ）に
ある視認対象物ＯＢ１を視認する。次に、使用者が、上述したタッチセンサ５１に指で触
れて、あるいは指を離して、右側のステッピングモータ３５Ｒを駆動させ、視認対象物Ｏ
Ｂ１が最も明瞭に視認できるように、右側の可変焦点レンズ１５Ｒの焦点距離を変化させ
る。そして、教示ボタン５３を押す。この際、右側のステッピングモータ３５Ｒに対する
原点からのパルス数Ｎ１が、記憶部６３（制御部２５）に記憶される（記憶部６３は、図
６参照）。なお、右側のステッピングモータ３５Ｒに、ロータリエンコーダが設けられて
いる場合には、ロータリエンコーダが検出した原点位置からのパルス数が、記憶部６３（
制御部２５）に記憶される。
【００６０】
　次に、使用者が、左側の可変焦点レンズ１５Ｌを手で覆い、第２の距離（例えば、眼鏡
フレーム１３から視認対象物ＯＢ２までの距離Ｌ２＝１００ｃｍ）にある視認対象物ＯＢ
２を視認する。次に、使用者が、上述したタッチセンサ５１に指で触れて、あるいは指を
離して、右側のステッピングモータ３５Ｒを駆動させ、視認対象物ＯＢ２が最も明瞭に視
認できるように、右側の可変焦点レンズ１５Ｒの焦点距離を変化させる。そして、教示ボ
タン５３を押す。この際、右側のステッピングモータ３５Ｒに対する原点からのパルス数
Ｎ２が、記憶部６３（制御部２５）に記憶される。なお、右側のステッピングモータ３５
Ｒに、ロータリエンコーダが設けられている場合には、ロータリエンコーダが検出した原
点位置からのパルス数が、記憶部６３（制御部２５）に記憶される。
【００６１】
　左側の可変焦点レンズ１５Ｌにおける教示の手順を説明する。図１において、使用者が
、右側の可変焦点レンズ１５Ｒを手で覆い、上述した視認対象物ＯＢ１を視認する。次に
、使用者が、上述したタッチセンサ５７に指で触れて、あるいは指を離して、左側のステ
ッピングモータ３５Ｌを駆動させ、視認対象物ＯＢ１が最も明瞭に視認できるように、左
側の可変焦点レンズ１５Ｌの焦点距離を変化させる。そして、教示ボタン５３を押す。こ
の際、左側のステッピングモータ３５Ｌに対する原点からのパルス数Ｎ３が、記憶部６３
（制御部２５）に記憶される。なお、左側のステッピングモータ３５Ｌに、ロータリエン
コーダが設けられている場合には、ロータリエンコーダが検出した原点位置からのパルス
数が、記憶部６３（制御部２５）に記憶される。
【００６２】
　次に、使用者が、右側の可変焦点レンズ１５Ｒを手で覆い、上述した視認対象物ＯＢ２
を視認する。次に、使用者が、上述したタッチセンサ５７に指で触れて、あるいは指を離
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して、左側のステッピングモータ３５Ｌを駆動させ、視認対象物ＯＢ２が最も明瞭に視認
できるように、左側の可変焦点レンズ１５Ｌの焦点距離を変化させる。そして、教示ボタ
ン５３を押す。この際、左側のステッピングモータ３５Ｌに対する原点からのパルス数Ｎ
４が、記憶部６３（制御部２５）に記憶される。なお、左側のステッピングモータ３５Ｌ
に、ロータリエンコーダが設けられている場合には、ロータリエンコーダが検出した原点
位置からのパルス数が、記憶部６３（制御部２５）に記憶される。
【００６３】
　上述した視認対象物ＯＢ１、ＯＢ２は、本願発明の記憶用対象物の一例を構成する。ま
た、上述したタッチセンサ５１、タッチセンサ５７、教示ボタン５３、記憶部６３（制御
部２５）は、本願発明の教示手段の一例を構成する。ステッピングモータ３５にロータリ
エンコーダ３９を設けた場合には、タッチセンサ５１、タッチセンサ５７、教示ボタン５
３、記憶部６３（制御部２５）、ロータリエンコーダが、本願発明の教示手段の一例を構
成する。なお、パルス数Ｎ１、パルス数Ｎ２、パルス数Ｎ３、パルス数Ｎ４に代え、パル
ス数Ｎ１から換算される回転量Ｒｅｖ１、パルス数Ｎ２から換算される回転量Ｒｅｖ２、
パルス数Ｎ３から換算される回転量Ｒｅｖ３、パルス数Ｎ４から換算される回転量Ｒｅｖ
４を記憶してもよい。また、上述した可動部（例えば、ピストン３１）の移動量を記憶し
てもよい。
【００６４】
　本願発明の要部について説明する。最初に、概要について、説明する。第１の実施形態
における可変焦点眼鏡１１は、スイッチ（タッチセンサ５１、５７）の操作時間の変化量
、あるいは操作時間に相関する一定の変化量のうち、いずれかの変化量に応じて変化する
、個々の使用者が視認対象物を明瞭に視認できる視認駆動量を、右側のステッピングモー
タ３５Ｒ（駆動部２３Ｒ）、左側のステッピングモータ３５Ｌ（駆動部２３Ｌ）毎に決定
することができる。操作時間に相関する一定の変化量とは、操作時間に対して一定の相関
関係が成り立つ変化量であり、例えば、操作時間を所定の信号に変換したもの（例えば、
後述するカウント数）、操作時間と焦点距離が一定の相関関係が成り立つ場合の焦点距離
、上記焦点距離を所定の信号に変換したものなどを例示することができる。
【００６５】
　そして、可変焦点眼鏡１１の使用者が、スイッチ（タッチセンサ５１、５７）に対し、
右側のステッピングモータ３５Ｒ（駆動部２３Ｒ）、左側のステッピングモータ３５Ｌ（
駆動部２３Ｌ）を駆動させて、連続的に可変焦点レンズ１５Ｒ、１５Ｌ焦点距離を変化さ
せる所定の操作をした場合に、右側のステッピングモータ３５Ｒ（駆動部２３Ｒ）、左側
のステッピングモータ３５Ｌ（駆動部２３Ｌ）の各駆動量が、同時に、変化量に応じて駆
動部毎に決定された視認駆動量となるように、制御部２５が右側のステッピングモータ３
５Ｒ（駆動部２３Ｒ）、左側のステッピングモータ３５Ｌ（駆動部２３Ｌ）を個別に制御
する。
【００６６】
　スイッチ（センサ５１、タッチセンサ５７）から手を離すと、右側のステッピングモー
タ３５Ｒ（駆動部２３Ｒ）、左側のステッピングモータ３５Ｌ（駆動部２３Ｌ）が停止さ
れ、その時点において、視認駆動量を維持するように、制御部２５がステッピングモータ
３５Ｒ、３５Ｌ（駆動部２３Ｒ、２３Ｌ）を個別に制御する。なお、詳細は記載しないが
、本願発明の可変焦点眼鏡１１は、片方ずつ、所定の距離にある視認対象物の像が、網膜
で結像される（ピントが合う）ようにすることもできる。
【００６７】
　詳細を説明する。右側のステッピングモータ３５Ｒ（駆動部２３Ｒ）、左側のステッピ
ングモータ３５Ｌ（駆動部２３Ｌ）の各駆動量が、同時に、スイッチ（タッチセンサ５１
、５７）の操作時間の変化量、あるいは操作時間に相関する一定の変化量に応じて駆動部
毎に決定された視認駆動量となるように、制御部２５が右側のステッピングモータ３５Ｒ
（駆動部２３Ｒ）、左側のステッピングモータ３５Ｌ（駆動部２３Ｌ）を個別に制御する
には、事前に、教示を行う。教示は、２点教示、３点教示、多点教示のいずれであっても
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よいが、ここでは、上述した２点教示を行うものとする。教示する２点として、第１の距
離（眼鏡フレーム１３から視認対象物ＯＢ１までの距離Ｌ１＝３０ｃｍ）にある視認対象
物ＯＢ１、第２の距離（可変焦点眼鏡１１から視認対象物ＯＢ２までの距離Ｌ２＝１００
ｃｍ）にある視認対象物ＯＢ２を想定する。（図１）
【００６８】
　教示を行うと、第１の距離にある視認対象物ＯＢ１が明確に見える際の、右側のステッ
ピングモータ３５Ｒのパルス数Ｎ１、左側のステッピングモータ３５Ｌのパルス数Ｎ３と
、第２の距離にある視認対象物ＯＢ２が明確に見える際の、右側のステッピングモータ３
５Ｒのパルス数Ｎ２、左側のステッピングモータ３５Ｌのパルス数Ｎ４とが、記憶部６３
に記憶される。２点教示を行った後、モード切換ボタン５５を押して、任意モードにする
。
【００６９】
　任意モードにおいて、タッチセンサ５１に触れると、可変焦点レンズ１５Ｒ、１５Ｌの
焦点距離が、左右同時に、連続的に長くなるように、また、タッチセンサ５７に触れると
、可変焦点レンズ１５Ｒ、１５Ｌの焦点距離が、左右同時に、連続的に短くなるように、
制御部２５が右側のステッピングモータ３５Ｒの駆動量、左側のステッピングモータ３５
Ｌの駆動量を制御する。
【００７０】
　使用者がタッチセンサ５１に触れると、制御部２５に所定の信号が入力される。制御部
２５は、制御部２５に入力される信号の入力時間（つまり、タッチセンサ５１を操作して
駆動部２３Ｒ、２３Ｌを駆動させる操作時間）を、パルス数でカウントする。使用者がタ
ッチセンサ５１から手を離した場合には、制御部２５に所定の信号が入力されない。また
、タッチセンサ５７に触れると、制御部２５に所定の信号が入力される。制御部２５は、
制御部２５に入力される信号の入力時間（つまり、タッチセンサ５７を操作して駆動部２
３Ｒ、２３Ｌを駆動させる操作時間）を、パルス数でカウントする。使用者がタッチセン
サ５７から手を離した場合には、制御部２５に所定の信号が入力されない。なお、以下の
説明では、カウントしたパルス数をカウント数と称するものとする。
【００７１】
　ところで、右側のステッピングモータ３５Ｒ（駆動部２３Ｒ）、左側のステッピングモ
ータ３５Ｌ（駆動部２３Ｌ）の各駆動量が、同時に、スイッチ（タッチセンサ５１、５７
）の操作時間の変化量、あるいは操作時間に相関する一定の変化量に応じて駆動部毎に決
定された視認駆動量となるように、制御部２５が右側のステッピングモータ３５Ｒ（駆動
部２３Ｒ）、左側のステッピングモータ３５Ｌ（駆動部２３Ｌ）を個別に制御するには、
教示の後に、一定の関数を用いる。この関数は、教示された駆動量から導出され、駆動部
２３Ｒ、２３Ｌを駆動させた際に、使用者毎に、左右同時に、視認対象物を明瞭に視認で
きる（あるいは、視認対象物の像を使用者の左右の網膜に、同時に結像させる、あるいは
、使用者の左右の網膜に、同時にピントを合わせる）ように、駆動部２３Ｒ、２３Ｌの視
認駆動量を設定する関数であり、カウント数から、右側のステッピングモータ３５Ｒ、左
側のステッピングモータ３５Ｌの視認駆動量を決定（設定）する。
【００７２】
　関数について、図７を用いて説明する。２点教示の後、制御部２５に記憶されたプログ
ラムにより、使用者の視力に応じた一定の関数が導出される。なお、第１の実施形態では
、一例として、計算式を用いる方法について、説明する。２点教示の後、制御部２５に記
憶されたプログラムにより、（式１）、（式２）が導出される。（式１）は、（ｘ１，ｙ
１）＝（カウント数ｎ１，パルス数Ｎ１）、（ｘ２，ｙ２）＝（カウント数ｎ２，パルス
数Ｎ２）を通過する関数である。（式２）は、（ｘ１，ｙ１）＝（カウント数ｎ１，パル
ス数Ｎ３）、（ｘ２，ｙ２）＝（カウント数ｎ２，パルス数Ｎ４）を通過する関数である
。
【００７３】
　（式１）　ｙ＝ｆＲ（ｘ）＝（（Ｎ２－Ｎ１）／（ｎ２－ｎ１））・ｘ＋Ｎ１
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　（式２）　ｙ＝ｆＬ（ｘ）＝（（Ｎ４－Ｎ３）／（ｎ２－ｎ１））・ｘ＋Ｎ３
【００７４】
　（式１）における（Ｎ２－Ｎ１）／（ｎ２－ｎ１）は、右側のステッピングモータ３５
Ｒに対する単位カウント数当たりのパルス数変化量である。（式２）における（Ｎ４－Ｎ
３）／（ｎ２－ｎ１）は、左側のステッピングモータ３５Ｌに対する単位カウント数当た
りのパルス数変化量である。ただし、
Ｎ１：第１の距離にある視認対象物ＯＢ１を、使用者が明瞭に視認できる際の、右側のス
テッピングモータ３５Ｒのパルス数（パルス）
Ｎ２：第２の距離にある視認対象物ＯＢ２を、使用者が明瞭に視認できる際の、右側のス
テッピングモータ３５Ｒのパルス数（パルス）
Ｎ３：第１の距離にある視認対象物ＯＢ１を、使用者が明瞭に視認できる際の、左側のス
テッピングモータ３５Ｌのパルス数（パルス）
Ｎ４：第２の距離にある視認対象物ＯＢ２を、使用者が明瞭に視認できる際の、左側のス
テッピングモータ３５Ｌのパルス数（パルス）
ｎ１：第１の距離にある視認対象物ＯＢ１を、明瞭に視認できる際のカウント数（パルス
）
ｎ２：第２の距離にある視認対象物ＯＢ２を、明瞭に視認できる際のカウント数（パルス
）
ｘ：第１の距離にある視認対象物ＯＢ１を、明瞭に視認できる際の焦点距離を基準とした
カウント数増分（パルス）
【００７５】
　タッチセンサ５１を押した場合について、説明する。タッチセンサ５１に触れる前の状
態として、例えば、右側のステッピングモータ３５Ｒのパルス数がＮ５、左側のステッピ
ングモータ３５Ｌのパルス数がＮ６であり、視認対象物ＯＢ３を、明瞭に視認できる状態
にあるものとする。また、タッチセンサ５１に触れる前のカウント数がｎ３であるものと
する。この場合、（式１）、（式２）におけるカウント数増分ｘは、ｘ＝ｎ３－ｎ１で表
される。（図１、図７参照）
【００７６】
　ここで、より遠くの視認対象物を視認するために、タッチセンサ５１に触れると、タッ
チセンサ５１を押した分だけ、パルス信号がカウントされる。カウントされたパルス数を
ｘ１とすると、タッチセンサ５１を押した時のカウント数ｎａは、ｎａ＝ｎ３＋ｘ１であ
り、（式１）、（式２）におけるカウント数増分ｘは、ｘ＝ｎ３＋ｘ１－ｎ１となる。し
たがって、（式１）に、Ｎ１、Ｎ２、ｎ１、ｎ２、ｘ＝ｎ３＋ｘ１－ｎ１を代入すると、
右側のステッピングモータ３５Ｒ（駆動部２３Ｒ）に対する視認駆動量ＮＲｎａが決定（
設定）され、（式２）に、Ｎ３、Ｎ４、ｎ１、ｎ２、ｘ＝ｎ３＋ｘ１－ｎ１を代入すると
、左側のステッピングモータ３５Ｌ（駆動部２３Ｌ）に対する視認駆動量ＮＬｎａが決定
（設定）される。そして、制御部２５が右側のステッピングモータ３５Ｒ（駆動部２３Ｒ
）に対する駆動量を視認駆動量ＮＲｎａ、左側のステッピングモータ３５Ｌ（駆動部２３
Ｌ）に対する駆動量を視認駆動量ＮＬｎａにすると、駆動量に応じて、使用者は、視認距
離にある視認対象物を、左右同時に、明瞭に視認できるようになる。
【００７７】
　タッチセンサ５７を押した場合について、説明する。タッチセンサ５７に触れる前の状
態として、例えば、右側のステッピングモータ３５Ｒのパルス数がＮ５、左側のステッピ
ングモータ３５Ｌのパルス数がＮ６であり、視認対象物ＯＢ３を、明瞭に視認できる状態
にあるものとする。また、タッチセンサ５７に触れる前のカウント数がｎ３であるものと
する。この場合、（式１）、（式２）におけるカウント数増分ｘは、ｘ＝ｎ３－ｎ１で表
される。
【００７８】
　ここで、より近くの視認対象物を視認するために、タッチセンサ５７に触れると、タッ
チセンサ５７を押した分だけ、パルス信号がカウントされる。カウントされたパルス数を
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ｘ２とすると、タッチセンサ５７を押した時のカウント数ｎａは、ｎａ＝ｎ３－ｘ２であ
り、（式１）、（式２）におけるカウント数増分ｘは、ｘ＝ｎ３－ｘ２－ｎ１となる。し
たがって、（式１）に、Ｎ１、Ｎ２、ｎ１、ｎ２、ｘ＝ｎ３－ｘ２－ｎ１を代入すると、
右側のステッピングモータ３５Ｒ（駆動部２３Ｒ）に対する視認駆動量ＮＲｎｂが決定（
設定）され、（式２）に、Ｎ３、Ｎ４、ｎ１、ｎ２、ｘ＝ｎ３－ｘ２－ｎ１を代入すると
、左側のステッピングモータ３５Ｌ（駆動部２３Ｌ）に対する視認駆動量ＮＬｎｂが決定
（設定）される。そして、制御部２５が右側のステッピングモータ３５Ｒ（駆動部２３Ｒ
）に対する駆動量を視認駆動量ＮＲｎｂ、左側のステッピングモータ３５Ｌ（駆動部２３
Ｌ）に対する駆動量を視認駆動量ＮＬｎｂにすると、駆動量に応じて、使用者は、視認距
離にある視認対象物を、左右同時に、明瞭に視認できるようになる。
【００７９】
　このように、タッチセンサ５１、５７に触れると、タッチセンサ５１、５７に触れる時
間に応じて、カウント数が連続的に変化する。そして、カウント数に応じた右側のステッ
ピングモータ３５Ｒ（駆動部２３Ｒ）に対する視認駆動量、左側のステッピングモータ３
５Ｌ（駆動部２３Ｌ）に対する視認駆動量も連続的に変化する。この視認駆動量は、視認
距離にある視認対象物を明瞭に視認できる際の、駆動部の駆動量であり、仮に、変更され
る視認距離に沿って視認対象物が移動したものとすると、視認対象物の像を使用者の左右
の網膜に、同時に結像する状態、あるいは、使用者の左右の網膜に、同時にピントが合う
状態となり、使用者は、変化する視認距離に沿って移動する視認対象物を、連続して、明
瞭に視認することができる。なお、カウント数を（式１）、（式２）のｘに代入するタイ
ミング、１パルス毎である必要はなく、一定のまとまったパルス数毎であってもよい。
【００８０】
　なお、関数は、上述した関数に限定されるものではなく、右側のステッピングモータ３
５Ｒ（駆動部２３Ｒ）に対する視認駆動量ＮＲｎａ、ＮＲｎｂ、左側のステッピングモー
タ３５Ｌ（駆動部２３Ｌ）に対する視認駆動量ＮＬｎａ、ＮＬｎｂが決定できる関数であ
ればよい。したがって、関数は、上述したような、計算式による方法でなくともよく、必
ずしも、一定の法則性を持たせる必要もない。また、開発段階において、可変焦点眼鏡の
機種毎に、多数の被験者からデータを収集し、そのデータを基にして、関数を導出するよ
うにしてもよい。
【００８１】
　また、上述した例では、カウント数から視認駆動量を求めたが、他の制御量を用いても
よい。例えば、カウント数と、操作時間との間に一定の法則が成り立つ（相関する）場合
には、操作時間から視認駆動量を求めてもよい。また、操作時間、あるいはカウント数と
、焦点距離との間に一定の法則が成り立つ（相関する）場合には、焦点距離から視認駆動
量を求めてもよい。
【００８２】
　上記構成によれば、この可変焦点眼鏡１１は、事前に記憶された、可変焦点眼鏡１１の
使用者が距離Ｌ１にある視認対象物ＯＢ１を明瞭に視認できる際の駆動部２３Ｒの駆動量
Ｎ１、駆動部２３Ｌの駆動量Ｎ３、および距離Ｌ２にある視認対象物ＯＢ２を明瞭に視認
できる際の駆動部２３Ｒの駆動量Ｎ２、駆動部２３Ｌの駆動量Ｎ４から、使用者が視認距
離ｎａにある視認対象物を明瞭に視認できる際の、駆動部２３Ｒの視認駆動量ＮＲｎａ、
駆動部２３Ｌの視認駆動量ＮＬｎａ、使用者が視認距離ｎｂにある視認対象物を明瞭に視
認できる際の、駆動部２３Ｒの視認駆動量ＮＲｎｂ、駆動部２３Ｌの視認駆動量ＮＬｎｂ
を、使用者毎に設定することができる。上述した視認駆動量ＮＲｎａ、ＮＬｎａ、ＮＲｎ
ｂ、ＮＬｎｂは、使用者が視認距離にある視認対象物を明瞭に視認できる際の視認駆動量
であり、上述した視認距離ｎａ、ｎｂは、使用者が、視認対象物を明瞭に視認できる際の
視認距離である。使用者は、左右の視力の同じ使用者、あるいは、左右の視力の異なる使
用者である。
【００８３】
　そして、左右の視力の同じ使用者、あるいは、左右の視力の異なる使用者が、スイッチ
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（タッチセンサ５１、タッチセンサ５７）に対し、連続的に可変焦点レンズ１５Ｒ、１５
Ｌの焦点距離を変化させる所定の操作をした場合、連続的に可変焦点レンズ１５Ｒ、１５
Ｌの焦点距離が変化する。この際、視認距離ｎａまたはｎｂが、都度、変更される。した
がって、仮に、変更される視認距離に沿って視認対象物が移動したものとすると、視認対
象物の像が、常に、使用者の網膜に、左右同時に結像する（ピントが合う）状態となる。
言い換えると、変更される視認距離にある視認対象物の像が、使用者の網膜に、左右同時
に結像する（ピントが合う）状態を維持しながら、連続的に可変焦点レンズ１５Ｒ、１５
Ｌの焦点距離を変化させることができる。
【００８４】
　このため、使用者が所定の距離にある視認対象物を視認した状態で、スイッチ（タッチ
センサ５１、タッチセンサ５７）に対し、連続的に可変焦点レンズ１５Ｒ、１５Ｌの焦点
距離を変化させる所定の操作をした場合、上述した視認距離ｎａまたはｎｂが、視認対象
物までの距離と一致する（あるいは到達する）と、左右同時に、視認対象物を明瞭に視認
すること（視認対象物の像を使用者の左右の網膜に、同時に結像させること、使用者の左
右の網膜に、同時にピントを合わせること）ができる。この時点で、操作を停止すると、
視認距離にある視認対象物の像が、使用者の網膜に、左右同時に結像した（ピントが合っ
た）状態が維持される。
【００８５】
　その結果、左右の視力が異なる使用者、あるいは左右の視力が同じ使用者が、可変焦点
レンズの焦点距離を連続的に変化させて、視認対象物を視認しようとした場合に、使用者
毎に、左右同時に、視認対象物を明瞭に視認できるようにすること（視認対象物の像を使
用者の左右の網膜に、同時に結像させること、使用者の左右の網膜に、同時にピントを合
わせること）ができる可変焦点眼鏡を提供することができる。
【００８６】
　また、個々の使用者毎に、事前に記憶された、所定の記憶用対象物を明瞭に視認できる
際の駆動部の各駆動量から、視認駆動量を設定する所定の関数が導出され、関数に基づい
て、視認駆動量が設定されるので、左右の視力が異なる使用者であっても、個々に、視認
対象物を明瞭に視認できる視認駆動量を設定することができる。
【００８７】
　また、使用者が、視認したい視認対象物を明瞭に視認できるところで、視認対象物を明
瞭に視認できる状態を維持することができる。
【００８８】
　なお、本願発明の可変焦点眼鏡は、可変焦点レンズ１５の空間１５ｅに封入された透明
液体２１を出し入れして焦点距離を可変する液送式の可変焦点レンズを用いているので、
液晶式可変焦点眼鏡のように、レンズにおける光の透過率が低くならない。そのため、本
願発明の可変焦点眼鏡は、明度が下がり、使用者の瞳孔径が大きくなって、焦点深度が浅
くなり、焦点を合わせ難いということ、使用者に負担をかけてしまうということがない。
また、口径を大きく構成できるので、視野が限定されるということもない。
【００８９】
（参考：３点教示について）
　３点教示は、上述した２点教示と同様の手順に準じて、使用者が教示を行う。右側の可
変焦点レンズ１５Ｒでは、視認対象物ＯＢ１が最も明瞭に視認できる際の右側のステッピ
ングモータ３５Ｒのパルス数Ｎ１（あるいは回転量Ｒｅｖ１）、視認対象物ＯＢ２が最も
明瞭に視認できる際の、右側のステッピングモータ３５Ｒのパルス数Ｎ２（あるいは回転
量Ｒｅｖ２）、視認対象物ＯＢ３が最も明瞭に視認できる際の右側のステッピングモータ
３５Ｒのパルス数Ｎ３（あるいは回転量Ｒｅｖ３）を、使用者が教示する。これにより、
パルス数Ｎ１（あるいは回転量Ｒｅｖ１）、パルス数Ｎ２（あるいは回転量Ｒｅｖ２）、
パルス数Ｎ３（あるいは回転量Ｒｅｖ３）が、記憶部６３（制御部２５）に記憶される。
【００９０】
　また、左側の可変焦点レンズ１５Ｌでは、視認対象物ＯＢ１が最も明瞭に視認できる際
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の左側のステッピングモータ３５Ｌのパルス数Ｎ４（あるいは回転量Ｒｅｖ４）、視認対
象物ＯＢ２が最も明瞭に視認できる際の左側のステッピングモータ３５Ｌのパルス数Ｎ５
（あるいは回転量Ｒｅｖ５）、視認対象物ＯＢ３が最も明瞭に視認できる際の左側のステ
ッピングモータ３５Ｌのパルス数Ｎ６（あるいは回転量Ｒｅｖ６）を、使用者が教示する
。これにより、パルス数Ｎ４（あるいは回転量Ｒｅｖ４）、パルス数Ｎ５（あるいは回転
量Ｒｅｖ５）、パルス数Ｎ６（あるいは回転量Ｒｅｖ６）が、記憶部６３（制御部２５）
に記憶される。なお、ステッピングモータ３５に、ロータリエンコーダが設けられている
場合には、ロータリエンコーダが、原点位置からのパルス数を検出する。
【００９１】
（第２の実施形態）
　第２の実施形態は、可変焦点眼鏡のうち、電圧印加式可変焦点眼鏡に関する。図８は、
可変焦点眼鏡１１の平面図、図９は、図８のＡ方向から観た外観図、図１０は、図８のＢ
方向から見た側面図、図１１は、図８のＣ方向から見た側面図、図１２は、可変焦点眼鏡
１１のブロック図である。図８に示すように、可変焦点眼鏡１１は、眼鏡フレーム１３の
前面部分を構成し、左右一対の可変焦点レンズ１５を保持するフロント１７、フロント１
７に連なるテンプル１９を備えている。第２の実施形態では、一般的な折り曲げ可能な眼
鏡と同様に、テンプル１９と、フロント１７とを、所定の連結部材を用いて連結し、折り
曲げ可能な構造としたが、テンプル１９と、フロント１７とを一体に形成してもよい。
【００９２】
　なお、以下の説明では、必要に応じて、左右一対の可変焦点レンズ１５、テンプル１９
を、次のように使い分けて説明する。すなわち、左右一対の可変焦点レンズ１５のうち、
使用者が可変焦点眼鏡１１をかけた状態で、右側の可変焦点レンズを可変焦点レンズ１５
Ｒと称し、左側の可変焦点レンズを可変焦点レンズ１５Ｌと称するものとする。また、使
用者が可変焦点眼鏡１１をかけた状態で、右側のテンプルをテンプル１９Ｒと称し、左側
のテンプルをテンプル１９Ｌと称するものとする。また、右側のテンプル１９Ｒに設けら
れた駆動部２３を、駆動部２３Ｒと称し、左側のテンプル１９Ｌに設けられた駆動部２３
を、駆動部２３Ｌと称するものとする。視認距離、視認駆動量、操作時間、操作時間に相
関する一定の変化量の概念は、第１の実施形態において説明した通りである。また、使用
者は、必ずしも、左右の視力が同じである必要はなく、左右の視力が異なっていてもよい
。
【００９３】
　上述した可変焦点レンズ１５は、例えば、再公表特許ＷＯ２００９／０８１５４２のよ
うな構成であり、可変焦点レンズ１５に設けられた液晶素子に電圧が印加されると、その
電圧に応じて液晶分子の方向が変化することを利用して屈折率を変化させ、焦点距離を変
化させる、周知の可変焦点レンズである。
【００９４】
　右側のテンプル１９Ｒには、右側の可変焦点レンズ１５Ｒの液晶素子に所定の印加電圧
を印加する駆動部２３Ｒと、制御部２５に電力を供給する電源供給部２７とが設けられて
いる。また、左側のテンプル１９Ｌには、左側の可変焦点レンズ１５Ｌの液晶素子に所定
の印加電圧を印加する駆動部２３Ｌと、駆動部２３Ｒ、２３Ｌを制御する制御部２５とが
設けられている。電源供給部２７から供給される電力は、配線２９を経由して、制御部２
５、駆動部２３に送電される。上述した配線２９は、エッチング、銅箔の貼り付け等によ
り、フィルム上に形成された配線パターンであってもよい。配線パターンをフィルム上に
形成することで、眼鏡フレーム１３を小型化することができる。
【００９５】
　次に、駆動部２３について説明する。駆動部２３は、図１２に示すように、駆動制御回
路７３、ドライバ７５、７７、可変抵抗回路７９を備えており、可変焦点レンズ１５の液
晶素子に所定の印加電圧を印加する電圧印加手段、可変焦点レンズ１５の液晶素子を駆動
する駆動手段として機能する。駆動制御回路７３は、可変焦点レンズ１５の液晶素子を駆
動するための駆動信号を生成する。ドライバ７５、７７は、駆動制御回路７３で生成され



(17) JP 5255166 B1 2013.8.7

10

20

30

40

50

た駆動信号を制御して、可変焦点レンズ１５の液晶素子に所定の印加電圧を印加する。可
変焦点レンズ１５の液晶素子に印加される印加電圧（印加電圧量）は、駆動部２３の駆動
量であり、本願発明の駆動量の一例を構成する。なお、駆動量のうち、特に、使用者が視
認対象物を明瞭に視認できる際の駆動量を、適宜、視認駆動量と称する。
【００９６】
　ドライバ７５、７７の下流側には、印加電圧を可変する可変抵抗回路７９が設けられて
おり、可変焦点レンズ１５の液晶素子に印加する印加電圧を連続的に変化させることがで
きる。可変抵抗回路７９を制御して、液晶素子に印加する印加電圧を徐々に高くすると、
液晶分子の楕円長軸が徐々に可変焦点レンズの光軸と平行になるように配向して、焦点距
離が連続的に長くなる（屈折率が低くなる）。また、可変抵抗回路７９を制御し、液晶素
子に印加する印加電圧を徐々に低くすると、液晶分子の楕円長軸が徐々に元の状態に戻り
、焦点距離が連続的に短くなる（屈折率が高くなる）。
【００９７】
　次に、制御部２５について、説明する。制御部２５には、右側の駆動部２３Ｒ、左側の
駆動部２３Ｌを制御する制御プログラムが記憶されている。この制御プログラムは、スイ
ッチ（タッチセンサ５１、５７）の操作時間の変化量、あるいは操作時間に相関する一定
の変化量のうち、いずれかの変化量に応じて変化する、個々の使用者が視認対象物を明瞭
に視認できる際の、右側の可変焦点レンズ１５Ｒの液晶素子に対する印加電圧（視認駆動
量）、左側の可変焦点レンズ１５Ｌの液晶素子に対する印加電圧（視認駆動量）を、駆動
部２３Ｒ、駆動部２３Ｌ毎に決定する機能を有している。
【００９８】
　制御部２５について、より詳細に説明する。図１２に示すように、制御部２５は、ＣＰ
Ｕ６１、記憶部６３、所定のインターフェース６５を備えている。ＣＰＵ６１は、記憶部
６３に記憶された制御プログラムを読み込んで、各種の処理を行う機能を有する。
【００９９】
　記憶部６３は、ＲＡＭ６７、ＲＯＭ６９を備えている。ＲＡＭ６７は、制御プログラム
、実行プログラムの一時記憶領域として、種々のフラグ、変数の値などを記憶する機能を
有する。また、ＲＯＭ６９には、可変焦点レンズ１５の液晶素子に印加する印加電圧を決
定し、駆動部２３を制御する制御プログラム、後述するスイッチの操作により入力される
信号を判定して各種制御を実行する実行プログラム、初期データなどが記憶されている。
【０１００】
　また、上述した記憶部６３は、視認対象物を使用者が個別に視認し、視認した視認対象
物を、明瞭に視認できる際の、可変焦点レンズ１５Ｒ、１５Ｌの液晶素子に印加する印加
電圧を記憶する機能を有している。上述した印加電圧は、使用者が、後述する教示手段に
よって、教示する。使用者が教示を行うことによって、印加電圧が記憶部６３（制御部２
５、あるいは可変焦点眼鏡１１）に記憶される。
【０１０１】
　なお、上述した記憶部６３とは別に、駆動部２３の印加電圧を記憶する部分（例えば、
図１２の記憶部７１）を設けてもよい。
【０１０２】
　次に、操作部４７について説明する。右側のテンプル１９、左側のテンプル１９Ｌには
、操作部４７が設けられている。操作部４７のうち、右側のテンプル１９には、図１１に
示すように、電源をオン、オフする電源スイッチ４９、タッチセンサ５１、教示ボタン５
３が設けられている。また、操作部４７のうち、左側のテンプル１９Ｌには、図１０に示
すように、モード切換ボタン５５、タッチセンサ５７、登録ボタン５９が設けられている
。
【０１０３】
　タッチセンサ５１、タッチセンサ５７に触れると、制御部２５に所定の信号が入力され
る。タッチセンサ５１、タッチセンサ５７は、本願発明のスイッチの一例を構成する。ス
イッチは、上述したタッチセンサの他に、押ボタンスイッチ、近接スイッチなど、他のス
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イッチであってもよい。
【０１０４】
　モード切換ボタン５５は、モードの切り替えを行う。上述したモード切換ボタン５５を
押すと、自動制御モード、視点切り替えモード、一定モード、任意モード、教示モードを
切り換えることができる。
【０１０５】
　自動制御モードとは、使用者が視認対象物を明瞭に視認できるように、右側の可変焦点
レンズ１５Ｒの液晶素子、左側の可変焦点レンズ１５Ｌの液晶素子に印加する印加電圧を
制御して、可変焦点レンズ１５Ｒ、１５Ｌの焦点距離を自動的に変化させるモードである
。視点切り替えモードとは、異なる距離にある複数の視認対象物に対し、個別に焦点距離
を切り替えるモードであり、使用者が視認対象物を明瞭に視認できるように、右側の可変
焦点レンズ１５Ｒの液晶素子、左側の可変焦点レンズ１５Ｌの液晶素子に印加する印加電
圧を制御して、右側の可変焦点レンズ１５Ｒ、左側の可変焦点レンズ１５Ｌの焦点距離を
変化させるモードである。一定モードとは、自動車を運転するときのように、焦点距離が
変化しては不都合を生じる場合に、焦点距離を一定にするモードである。任意モードとは
、手動制御によって、可変焦点レンズ１５Ｒ、１５Ｌの焦点距離を変化させるモードであ
る。
【０１０６】
　ところで、使用者毎に、視認対象物を明瞭に視認できるようにするためには、使用者が
事前に教示を行う。教示を行うには、モード切換ボタン５５を押して、教示モードにする
。なお、視認対象物が明瞭に視認できる際には、視認対象物の像が、使用者の網膜に結像
している（ピントが合っている）状態となる。
【０１０７】
　教示モード時に、使用者が指でタッチセンサ５１に触れると、制御部２５に所定の信号
が入力される。そして、使用者がタッチセンサ５１から指を離すと、信号の入力が停止さ
れる。制御部２５は、信号が入力されるごとに、右側の可変焦点レンズ１５Ｒの液晶素子
に印加する印加電圧（駆動量）について、増加、減少を交互に繰り返すように、右側の駆
動部２３Ｒを制御する。タッチセンサ５１に触れている間は、印加電圧の増加または減少
が維持され、指を離すと、停止する。
【０１０８】
　同様に、教示モード時に、使用者が指でタッチセンサ５７に触れると、制御部２５に所
定の信号が入力される。そして、使用者がタッチセンサ５７から指を離すと、信号の入力
が停止される。制御部２５は、信号が入力されるごとに、左側の可変焦点レンズ１５Ｌの
液晶素子に印加する印加電圧（駆動量）について、増加、減少を交互に繰り返すように、
左側の駆動部２３Ｌを制御する。タッチセンサ５７を触れている間は、印加電圧の増加ま
たは減少が維持され、指を離すと、停止する。
【０１０９】
　教示には、遠近２点を教示する２点教示、３点を教示する３点教示、多点を教示する多
点教示などがある。
【０１１０】
　２点教示について、説明する。最初に、右側の可変焦点レンズ１５Ｒにおける教示の手
順を説明する。図８において、使用者が、左側の可変焦点レンズ１５Ｌを手で覆い、第１
の距離（例えば、眼鏡フレーム１３から視認対象物ＯＢ１までの距離Ｌ１＝３０ｃｍ）に
ある視認対象物ＯＢ１を視認する。次に、使用者が、上述したタッチセンサ５１に指で触
れて、あるいは指を離して、右側の駆動部２３Ｒを駆動させ、視認対象物ＯＢ１が最も明
瞭に視認できるように、右側の可変焦点レンズ１５Ｒの焦点距離を変化させる。そして、
教示ボタン５３を押す。この際、右側の可変焦点レンズ１５Ｒの液晶素子に印加した印加
電圧（駆動量）Ｖ１が、記憶部６３（制御部２５）に記憶される。
【０１１１】
　次に、使用者が、左側の可変焦点レンズ１５Ｌを手で覆い、第２の距離（例えば、眼鏡
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フレーム１３から視認対象物ＯＢ２までの距離Ｌ２＝１００ｃｍ）にある視認対象物ＯＢ
２を視認する。次に、使用者が、上述したタッチセンサ５１に指で触れて、あるいは指を
離して、右側の駆動部２３Ｒを駆動させ、視認対象物ＯＢ２が最も明瞭に視認できるよう
に、右側の可変焦点レンズ１５Ｒの焦点距離を変化させる。そして、教示ボタン５３を押
す。この際、右側の可変焦点レンズ１５Ｒの液晶素子に印加した印加電圧（駆動量）Ｖ２
が、記憶部６３（制御部２５）に記憶される。
【０１１２】
　左側の可変焦点レンズ１５Ｌにおける教示の手順を説明する。図８において、使用者が
、右側の可変焦点レンズ１５Ｒを手で覆い、上述した視認対象物ＯＢ１を視認する。次に
、使用者が、上述したタッチセンサ５７に指で触れて、あるいは指を離して、左側の駆動
部２３Ｌを駆動させ、視認対象物ＯＢ１が最も明瞭に視認できるように、左側の可変焦点
レンズ１５Ｌの焦点距離を変化させる。そして、教示ボタン５３を押す。この際、左側の
可変焦点レンズ１５Ｌの液晶素子に印加した印加電圧（駆動量）Ｖ３が、記憶部６３（制
御部２５）に記憶される。
【０１１３】
　次に、使用者が、右側の可変焦点レンズ１５Ｒを手で覆い、上述した視認対象物ＯＢ２
を視認する。次に、使用者が、上述したタッチセンサ５７に指で触れて、あるいは指を離
して、左側の駆動部２３Ｌを駆動させ、視認対象物ＯＢ２が最も明瞭に視認できるように
、左側の可変焦点レンズ１５Ｌの焦点距離を変化させる。そして、教示ボタン５３を押す
。この際、左側の可変焦点レンズ１５Ｌの液晶素子に印加した印加電圧（駆動量）Ｖ４が
、記憶部６３（制御部２５）に記憶される。
【０１１４】
　上述した視認対象物ＯＢ１、ＯＢ２は、本願発明の記憶用対象物の一例を構成する。ま
た、上述したタッチセンサ５１、タッチセンサ５７、教示ボタン５３、記憶部６３（制御
部２５）は、教示手段の一例を構成する。
【０１１５】
　本願発明の要部について説明する。最初に、概要について、説明する。第２の実施形態
における可変焦点眼鏡１１は、スイッチ（タッチセンサ５１、５７）の操作時間の変化量
、あるいは操作時間に相関する一定の変化量のうち、いずれかの変化量に応じて変化する
、個々の使用者が視認対象物を明瞭に視認できる視認駆動量を、駆動部２３Ｒ、駆動部２
３Ｌ毎に決定することができる。
【０１１６】
　そして、可変焦点眼鏡１１の使用者が、スイッチ（タッチセンサ５１、５７）に対し、
駆動部２３Ｒ、２３Ｌを駆動させて、連続的に可変焦点レンズ１５Ｒ、１５Ｌ焦点距離を
変化させる所定の操作をした場合に、駆動部２３Ｒ、２３Ｌの各駆動量が、同時に、変化
量に応じて駆動部毎に決定された視認駆動量となるように、制御部２５が駆動部２３Ｒ、
２３Ｌを個別に制御する。
【０１１７】
　スイッチ（センサ５１、タッチセンサ５７）から手を離すと、その時点において、視認
駆動量を維持するように、制御部２５が駆動部２３Ｒ、２３Ｌを個別に制御する。なお、
詳細は記載しないが、本願発明の可変焦点眼鏡１１は、片方ずつ、所定の距離にある視認
対象物の像が、網膜で結像される（ピントが合う）ようにすることもできる。
　詳細を説明する。駆動部２３Ｒ、２３Ｌの各駆動量が、同時に、スイッチ（タッチセン
サ５１、５７）の操作時間の変化量、あるいは操作時間に相関する一定の変化量に応じて
駆動部毎に決定された視認駆動量となるように、制御部２５が右側の駆動部２３Ｒ、左側
の駆動部２３Ｌを個別に制御するには、事前に、教示を行う。教示は、２点教示、３点教
示、多点教示のいずれであってもよいが、ここでは、上述した２点教示を行うものとする
。教示する２点として、第１の距離（眼鏡フレーム１３から視認対象物ＯＢ１までの距離
Ｌ１＝３０ｃｍ）にある視認対象物ＯＢ１、第２の距離（可変焦点眼鏡１１から視認対象
物ＯＢ２までの距離Ｌ２＝１００ｃｍ）にある視認対象物ＯＢ２を想定する。（図８）
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【０１１８】
　教示を行うと、第１の距離にある視認対象物ＯＢ１が明確に見える際の、右側の可変焦
点レンズ１５Ｒの液晶素子に対する印加電圧Ｖ１、左側の可変焦点レンズ１５Ｒの液晶素
子に対する印加電圧Ｖ３と、第２の距離にある視認対象物ＯＢ２が明確に見える際の、右
側の可変焦点レンズ１５Ｒの液晶素子に対する印加電圧Ｖ２、左側の可変焦点レンズ１５
Ｒの液晶素子に対する印加電圧Ｖ４とが、記憶部６３に記憶される。２点教示を行った後
、モード切換ボタン５５を押して、任意モードにする。
【０１１９】
　任意モードにおいて、タッチセンサ５１に触れると、可変焦点レンズ１５Ｒ、１５Ｌの
焦点距離が、左右同時に、連続的に長くなるように、また、タッチセンサ５７に触れると
、可変焦点レンズ１５Ｒ、１５Ｌの焦点距離が、左右同時に、連続的に短くなるように、
制御部２５が右側の可変焦点レンズ１５Ｒの液晶素子に対する印加電圧、左側の可変焦点
レンズ１５Ｌの液晶素子に対する印加電圧を制御する。
【０１２０】
　使用者がタッチセンサ５１に触れると、制御部２５に所定の信号が入力される。制御部
２５は、制御部２５に入力される信号の入力時間（つまり、タッチセンサ５１を操作して
駆動部２３Ｒ、２３Ｌを駆動させる操作時間）を、パルス数でカウントする。使用者がタ
ッチセンサ５１から手を離した場合には、制御部２５に所定の信号が入力されない。また
、タッチセンサ５７に触れると、制御部２５に所定の信号が入力される。制御部２５は、
制御部２５に入力される信号の入力時間（つまり、タッチセンサ５７を操作して駆動部２
３Ｒ、２３Ｌを駆動させる操作時間）を、パルス数でカウントする。使用者がタッチセン
サ５７から手を離した場合には、制御部２５に所定の信号が入力されない。なお、以下の
説明では、カウントしたパルス数をカウント数と称するものとする。
【０１２１】
　ところで、右側の駆動部２３Ｒ、左側の駆動部２３Ｌの各駆動量が、同時に、スイッチ
（タッチセンサ５１、５７）の操作時間の変化量、あるいは操作時間に相関する一定の変
化量に応じて駆動部毎に決定された視認駆動量となるように、制御部２５が駆動部２３Ｒ
、左側の駆動部２３Ｌを個別に制御するには、教示の後に、一定の関数を用いる。この関
数は、教示された駆動量から導出され、駆動部２３Ｒ、２３Ｌを駆動させた際に、使用者
毎に、左右同時に、視認対象物を明瞭に視認できる（あるいは、視認対象物の像を使用者
の左右の網膜に、同時に結像させる、あるいは、使用者の左右の網膜に、同時にピントを
合わせる）ように、駆動部２３Ｒ、２３Ｌの視認駆動量を設定する関数であり、カウント
数から、右側の駆動部２３Ｒ、左側の駆動部２３Ｌの視認駆動量を決定（設定）する。
【０１２２】
　関数について、図１３を用いて説明する。２点教示の後、制御部２５に記憶されたプロ
グラムにより、使用者の視力に応じた一定の関数が導出される。なお、第１の実施形態で
は、一例として、計算式を用いる方法について、説明する。２点教示の後、制御部２５に
記憶されたプログラムにより、（式３）、（式４）が導出される。（式３）は、（ｘ１，
ｙ１）＝（カウント数ｎ１，印加電圧Ｖ１）、（ｘ２，ｙ２）＝（カウント数ｎ２，印加
電圧Ｖ２）を通過する関数である。（式４）は、（ｘ１，ｙ１）＝（カウント数ｎ１，印
加電圧Ｖ３）、（ｘ２，ｙ２）＝（カウント数ｎ２，印加電圧Ｖ４）を通過する関数であ
る。
【０１２３】
　（式３）　ｙ＝ｆＲ（ｘ）＝（（Ｖ２－Ｖ１）／（ｎ２－ｎ１））・ｘ＋Ｖ１
　（式４）　ｙ＝ｆＬ（ｘ）＝（（Ｖ４－Ｖ３）／（ｎ２－ｎ１））・×＋Ｖ３
【０１２４】
　（式３）における（Ｖ２－Ｖ１）／（ｎ２－ｎ１）は、右側の可変焦点レンズ１５Ｒの
液晶素子に対する単位カウント数当たりの印加電圧変化量である。（式４）における（Ｖ
４－Ｖ３）／（ｎ２－ｎ１）は、左側の可変焦点レンズ１５Ｌの液晶素子に対する単位カ
ウント数当たりの印加電圧変化量である。ただし、
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Ｖ１：第１の距離にある視認対象物ＯＢ１を、明瞭に視認できる際の、右側の可変焦点レ
ンズ１５Ｒの液晶素子に対する印加電圧（ボルト）
Ｖ２：第２の距離にある視認対象物ＯＢ２を、明瞭に視認できる際の、右側の可変焦点レ
ンズ１５Ｒの液晶素子に対する印加電圧（ボルト）
Ｖ３：第１の距離にある視認対象物ＯＢ１を、明瞭に視認できる際の、左側の可変焦点レ
ンズ１５Ｌの液晶素子に対する印加電圧（ボルト）
Ｖ４：第２の距離にある視認対象物ＯＢ２を、明瞭に視認できる際の、左側の可変焦点レ
ンズ１５Ｌの液晶素子に対する印加電圧（ボルト）
ｎ１：第１の距離にある視認対象物ＯＢ１を、明瞭に視認できる際のカウント数（パルス
）
ｎ２：第２の距離にある視認対象物ＯＢ２を、明瞭に視認できる際のカウント数（パルス
）
ｘ：第１の距離にある視認対象物ＯＢ１を、明瞭に視認できる際の焦点距離を基準とした
カウント数増分（パルス）
【０１２５】
　タッチセンサ５１を押した場合について、説明する。タッチセンサ５１に触れる前の状
態として、例えば、右側の可変焦点レンズ１５Ｒの液晶素子に対する印加電圧がＶ５、左
側の可変焦点レンズ１５Ｒの液晶素子に対する印加電圧がＶ６であり、視認対象物ＯＢ３
を、明瞭に視認できる状態にあるものとする。また、タッチセンサ５１に触れる前におけ
るカウント数がｎ３であるものとする。この場合、（式３）、（式４）におけるカウント
数増分ｘは、ｘ＝ｎ３－ｎ１で表される。（図８、図１３参照）
【０１２６】
　ここで、より遠くの視認対象物を視認するために、タッチセンサ５１に触れると、タッ
チセンサ５１を押した分だけ、パルス信号がカウントされる。カウントされたパルス数を
ｘ１とすると、タッチセンサ５１を押した時のカウント数ｎａは、ｎａ＝ｎ３＋ｘ１であ
り、（式３）、（式４）におけるカウント数増分ｘは、ｘ＝ｎ３＋ｘ１－ｎ１となる。し
たがって、（式３）に、Ｖ１、Ｖ２、ｎ１、ｎ２、ｘ＝ｎ３＋ｘ１－ｎ１を代入すると、
右側の可変焦点レンズ１５Ｒの液晶素子に対する印加電圧（視認駆動量）ＶＲｎａが決定
（設定）され、（式４）に、Ｖ３、Ｖ４、ｎ１、ｎ２、ｘ＝ｎ３＋ｘ１－ｎ１を代入する
と、左側の可変焦点レンズ１５Ｌの液晶素子に対する印加電圧（視認駆動量）ＶＬｎａが
決定（設定）される。そして、制御部２５が右側の可変焦点レンズ１５Ｒの液晶素子に対
する印加電圧を印加電圧（視認駆動量）ＶＲｎａ、左側の可変焦点レンズ１５Ｌの液晶素
子に対する印加電圧を印加電圧（視認駆動量）ＶＬｎａにすると、駆動量に応じて、使用
者は、視認距離にある視認対象物を、左右同時に、明瞭に視認できるようになる。
【０１２７】
　タッチセンサ５７を押した場合について、説明する。タッチセンサ５７に触れる前の状
態として、例えば、右側の可変焦点レンズ１５Ｒの液晶素子に対する印加電圧がＶ５、左
側の可変焦点レンズ１５Ｒの液晶素子に対する印加電圧がＶ６であり、視認対象物ＯＢ３
を、明瞭に視認できる状態にあるものとする。また、タッチセンサ５７に触れる前のカウ
ント数がｎ３であるものとする。この場合、（式３）、（式４）におけるカウント数増分
ｘは、ｘ＝ｎ３－ｎ１で表される。
【０１２８】
　ここで、より近くの視認対象物を視認するために、タッチセンサ５７に触れると、タッ
チセンサ５７を押した分だけ、パルス信号がカウントされる。カウントされたパルス数を
ｘ２とすると、タッチセンサ５７を押した時のカウント数ｎａは、ｎａ＝ｎ３－ｘ２であ
り、（式３）、（式４）におけるカウント数増分ｘは、ｘ＝ｎ３－ｘ２－ｎ１となる。し
たがって、（式３）に、Ｖ１、Ｖ２、ｎ１、ｎ２、ｘ＝ｎ３－ｘ２－ｎ１を代入すると、
右側の可変焦点レンズ１５Ｒの液晶素子に対する印加電圧（視認駆動量）ＶＲｎｂが決定
（設定）され、（式４）に、Ｖ３、Ｖ４、ｎ１、ｎ２、ｘ＝ｎ３－ｘ２－ｎ１を代入する
と、左側の可変焦点レンズ１５Ｌの液晶素子に対する印加電圧（視認駆動量）ＶＬｎｂが
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決定（設定）される。そして、制御部２５が右側の可変焦点レンズ１５Ｒの液晶素子に対
する印加電圧を視認駆動量ＶＲｎｂ、左側の可変焦点レンズ１５Ｌの液晶素子に対する印
加電圧を印加電圧（視認駆動量）ＶＬｎｂにすると、印加電圧（視認駆動量）に応じて、
使用者は、視認距離にある視認対象物を、左右同時に、明瞭に視認できるようになる。
【０１２９】
　このように、タッチセンサ５１、５７に触れると、タッチセンサ５１、５７に触れる時
間に応じて、カウント数が連続的に変化する。そして、カウント数に応じた右側の可変焦
点レンズ１５Ｒの液晶素子に対する印加電圧（視認駆動量）、左側の可変焦点レンズ１５
Ｌの液晶素子に対する印加電圧（視認駆動量）も連続的に変化する。この印加電圧（視認
駆動量）は、視認距離にある視認対象物を明瞭に視認できる際の、駆動部の駆動量であり
、仮に、変更される視認距離に沿って視認対象物が移動したものとすると、視認対象物の
像を使用者の左右の網膜に、同時に結像する状態、あるいは、使用者の左右の網膜に、同
時にピントが合う状態となり、使用者は、変化する視認距離に沿って移動する視認対象物
を、連続して、明瞭に視認することができる。なお、カウント数を（式３）、（式４）の
ｘに代入するタイミング、１パルス毎である必要はなく、一定のまとまったパルス数毎で
あってもよい。
【０１３０】
　なお、関数は、上述した関数に限定されるものではなく、右側の可変焦点レンズ１５Ｒ
の液晶素子に対する印加電圧（視認駆動量）ＶＲｎａ、ＶＲｎｂ、左側の可変焦点レンズ
１５Ｒの液晶素子に対する印加電圧（視認駆動量）ＶＬｎａ、ＶＬｎｂが決定できる関数
であればよい。したがって、関数は、上述したような、計算式による方法でなくともよく
、必ずしも、一定の法則性を持たせる必要もない。また、開発段階において、可変焦点眼
鏡の機種毎に、多数の被験者からデータを収集し、そのデータを基にして、関数を導出す
るようにしてもよい。
【０１３１】
　また、上述した例では、カウント数から視認駆動量を求めたが、他の制御量を用いても
よい。例えば、カウント数と、操作時間との間に一定の法則が成り立つ（相関する）場合
には、操作時間から視認駆動量を求めてもよい。また、操作時間、あるいはカウント数と
、焦点距離との間に一定の法則が成り立つ（相関する）場合には、焦点距離から視認駆動
量を求めてもよい。
【０１３２】
　上記構成によれば、この可変焦点眼鏡１１は、事前に記憶された、可変焦点眼鏡１１の
使用者が距離Ｌ１にある視認対象物ＯＢ１を明瞭に視認できる際の駆動部２３Ｒの駆動量
Ｖ１、駆動部２３Ｌの駆動量Ｖ３、および距離Ｌ２にある視認対象物ＯＢ２を明瞭に視認
できる際の駆動部２３Ｒの駆動量Ｖ２、駆動部２３Ｌの駆動量Ｖ４から、使用者が視認距
離ｎａにある視認対象物を明瞭に視認できる際の、駆動部２３Ｒの視認駆動量ＶＲｎａ、
駆動部２３Ｌの視認駆動量ＶＬｎａ、使用者が視認距離ｎｂにある視認対象物を明瞭に視
認できる際の、駆動部２３Ｒの視認駆動量ＶＲｎｂ、駆動部２３Ｌの視認駆動量ＶＬｎｂ
を、使用者毎に設定することができる。上述した視認駆動量ＶＲｎａ、ＶＬｎａ、ＶＲｎ
ｂ、ＶＬｎｂは、使用者が視認距離にある視認対象物を明瞭に視認できる際の駆動量であ
り、上述した視認距離ｎａ、ｎｂは、使用者が、視認対象物を明瞭に視認できる際の距離
である。使用者は、左右の視力の同じ使用者、あるいは、左右の視力の異なる使用者であ
る。
【０１３３】
　そして、左右の視力の同じ使用者、あるいは、左右の視力の異なる使用者が、スイッチ
（タッチセンサ５１、タッチセンサ５７）に対し、連続的に可変焦点レンズ１５Ｒ、１５
Ｌの焦点距離を変化させる所定の操作をした場合、連続的に可変焦点レンズ１５Ｒ、１５
Ｌの焦点距離が変化する。この際、視認距離ｎａまたはｎｂが、都度、変更される。した
がって、仮に、変更される視認距離に沿って視認対象物が移動したものとすると、視認対
象物の像が、常に、使用者の網膜に、左右同時に結像する（ピントが合う）状態となる。
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言い換えると、変更される視認距離に沿って移動する視認対象物の像が、使用者の網膜に
、左右同時に結像する（ピントが合う）状態を維持しながら、連続的に可変焦点レンズ１
５Ｒ、１５Ｌの焦点距離を変化させることができる。
【０１３４】
　このため、使用者が所定の距離にある視認対象物を視認した状態で、スイッチ（タッチ
センサ５１、タッチセンサ５７）に対し、連続的に可変焦点レンズ１５Ｒ、１５Ｌの焦点
距離を変化させる所定の操作をした場合、上述した視認距離ｎａまたはｎｂが、視認対象
物までの距離と一致する（あるいは到達する）と、左右同時に、視認対象物を明瞭に視認
すること（視認対象物の像を使用者の左右の網膜に、同時に結像させること、使用者の左
右の網膜に、同時にピントを合わせること）ができる。この時点で、操作を停止すると、
視認距離にある視認対象物の像が、使用者の網膜に、左右同時に結像した（ピントが合っ
た）状態が維持される。
【０１３５】
　その結果、左右の視力が異なる使用者、あるいは左右の視力が同じ使用者が、可変焦点
レンズの焦点距離を連続的に変化させて、視認対象物を視認しようとした場合に、使用者
毎に、左右同時に、視認対象物を明瞭に視認できるようにすること（視認対象物の像を使
用者の左右の網膜に、同時に結像させること、使用者の左右の網膜に、同時にピントを合
わせること）ができる可変焦点眼鏡を提供することができる。
【０１３６】
　また、個々の使用者毎に、事前に記憶された、所定の記憶用対象物を明瞭に視認できる
際の駆動部の各駆動量から、視認駆動量を設定する所定の関数が導出され、関数に基づい
て、視認駆動量が設定されるので、左右の視力が異なる使用者であっても、個々に、視認
対象物を明瞭に視認できる視認駆動量を設定することができる。
【０１３７】
　また、使用者が、視認したい視認対象物を明瞭に視認できるところで、視認対象物を明
瞭に視認できる状態を維持することができる。
【０１３８】
　なお、本願発明の可変焦点眼鏡は、液晶式可変焦点眼鏡を用いているので、液体式可変
焦点眼鏡のように、液漏れすることがなく、比較的、小型にすることができる利点がある
。
【０１３９】
（参考：３点教示について）
　３点教示は、上述した２点教示と同様の手順に準じて、使用者が教示を行う。右側の可
変焦点レンズ１５Ｒでは、視認対象物ＯＢ１が最も明瞭に視認できる際の、右側の可変焦
点レンズ１５Ｒの液晶素子に対する印加電圧Ｖ１、視認対象物ＯＢ２が最も明瞭に視認で
きる際の、右側の可変焦点レンズ１５Ｒの液晶素子に対する印加電圧Ｖ２、視認対象物Ｏ
Ｂ３が最も明瞭に視認できる際の、右側の可変焦点レンズ１５Ｒの液晶素子に対する印加
電圧Ｖ３を、使用者が教示する。これにより、印加電圧Ｖ１、印加電圧Ｖ２、印加電圧Ｖ
３が、記憶部６３（制御部２５）に記憶される。
【０１４０】
　また、左側の可変焦点レンズ１５Ｌでは、視認対象物ＯＢ１が最も明瞭に視認できる際
の、左側の可変焦点レンズ１５Ｌの液晶素子に対する印加電圧Ｖ４、視認対象物ＯＢ２が
最も明瞭に視認できる際の、左側の可変焦点レンズ１５Ｌの液晶素子に対する印加電圧Ｖ
５、視認対象物ＯＢ３が最も明瞭に視認できる際の、左側の可変焦点レンズ１５Ｌの液晶
素子に対する印加電圧Ｖ６を、使用者が教示する。これにより、印加電圧Ｖ４、印加電圧
Ｖ５、印加電圧Ｖ６が、記憶部６３（制御部２５）に記憶される。
【０１４１】
（第３の実施形態）
　第１の実施形態では、２点以上の教示を行ったが、１点を教示してもよい。説明にあた
り、第１の実施形態で説明した操作部４７には、タッチセンサ、各種ボタンの他に、後述
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する関数を選択するパターン選択ボタンが設けられているものとする。なお、第１の実施
形態と同様の部分については、同じ番号を付し、詳細な説明は省略する。
【０１４２】
　図１を参照して、１点教示について説明する。最初に、左側の可変焦点レンズ１５Ｌを
手で覆い、例えば、距離Ｌ３にある視認対象物ＯＢ３に、右側の可変焦点レンズ１５Ｒの
焦点距離を合わせる。上述したタッチセンサ５１に指で触れて、あるいは指を離して、視
認対象物ＯＢ３が最も明瞭に見える位置にする。そして、教示ボタン５３を押す。この際
、制御部２５には、パルス数Ｎ１１が教示（記憶）される。なお、ステッピングモータ３
５に、ロータリエンコーダ３５ｂが設けられている場合には、ロータリエンコーダ３５ｂ
が検出した原点位置からのパルス数が、制御部２５に教示（記憶）される。
【０１４３】
　次に、右側の可変焦点レンズ１５Ｒを手で覆い、距離Ｌ３にある視認対象物ＯＢ３に、
左側の可変焦点レンズ１５Ｌの焦点距離を合わせる。上述したタッチセンサ５７に指で触
れて、あるいは指を離して、視認対象物ＯＢ３が最も明瞭に見える位置にする。そして、
教示ボタン５３を押す。この際、制御部２５は、パルス数Ｎ１２が教示（記憶）される。
なお、ステッピングモータ３５に、ロータリエンコーダ３５ｂが設けられている場合には
、ロータリエンコーダ３５ｂが検出した原点位置からのパルス数が、制御部２５に教示（
記憶）される。
【０１４４】
　１点教示を行った後、この可変焦点眼鏡１１を、任意モードで使用する場合について、
説明する。任意モードで使用する場合には、モード切換ボタン５５を押して、任意モード
にする。なお、視認対象物ＯＢ３が最も明瞭に見える際の、右側のステッピングモータ３
５Ｒのパルス数Ｎ１１、視認対象物ＯＢ３が最も明瞭に見える際の、左側のステッピング
モータ３５Ｌのパルス数Ｎ１２は、事前に教示されているものとする。
【０１４５】
　図１４を参照して、説明する。１点教示の後、制御部２５に記憶されたプログラムによ
り、右側の可変焦点レンズ１５Ｒ側では、複数の関数、例えば、単位カウント数当たりの
パルス数変化量が異なる関数ｙ＝ｆＲ１（ｘ）、関数ｙ＝ｆＲ２（ｘ）、関数ｙ＝ｆＲ３
（ｘ）等の関数が導出される。同様に、左側の可変焦点レンズ１５Ｌ側では、単位カウン
ト数当たりのパルス数変化量が異なる関数ｙ＝ｆＬ１（ｘ）、関数ｙ＝ｆＬ２（ｘ）、関
数ｙ＝ｆＬ３（ｘ）等の関数が導出される。そして、この複数の関数のなかから、使用者
が最も明瞭に見えると感じる関数を、右側の可変焦点レンズ１５Ｒ、左側の可変焦点レン
ズ１５Ｌ毎に選択する。関数の選択に際しては、パターン選択ボタンを押して、使用者が
、最も明瞭に見える際の関数を選択する。
【０１４６】
　上記構成によれば、事前教示が１点で済み、教示の手間を簡素化することができる。
【０１４７】
（第４の実施形態）
　第２の実施形態では、２点以上の教示を行ったが、１点を教示してもよい。説明にあた
り、第１の実施形態で説明した操作部４７には、タッチセンサ、各種ボタンの他に、後述
する関数を選択するパターン選択ボタンが設けられているものとする。なお、第２の実施
形態と同様の部分については、同じ番号を付し、詳細な説明は省略する。
【０１４８】
　図１を参照して、１点教示について説明する。最初に、左側の可変焦点レンズ１５Ｌを
手で覆い、例えば、距離Ｌ３にある視認対象物ＯＢ３に、右側の可変焦点レンズ１５Ｒの
焦点距離を合わせる。上述したタッチセンサ５１に指で触れて、あるいは指を離して、視
認対象物ＯＢ３が最も明瞭に見える位置にする。そして、教示ボタン５３を押す。この際
、制御部２５には、右側の可変焦点レンズ１５Ｒに対する印加電圧Ｖ１１が教示（記憶）
される。
【０１４９】
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　次に、右側の可変焦点レンズ１５Ｒを手で覆い、距離Ｌ３にある視認対象物ＯＢ３に、
左側の可変焦点レンズ１５Ｌの焦点距離を合わせる。上述したタッチセンサ５７に指で触
れて、あるいは指を離して、視認対象物ＯＢ３が最も明瞭に見える位置にする。そして、
教示ボタン５３を押す。この際、制御部２５は、左側の可変焦点レンズ１５Ｌに対する印
加電圧Ｖ１２が教示（記憶）される。
【０１５０】
　１点教示を行った後、この可変焦点眼鏡１１を、任意モードで使用する場合について、
説明する。任意モードで使用する場合には、モード切換ボタン５５を押して、任意モード
にする。なお、視認対象物ＯＢ３が最も明瞭に見える際の、右側の可変焦点レンズ１５Ｒ
の液晶素子に対する印加電圧Ｖ１１、左側の可変焦点レンズ１５Ｌの液晶素子に対する印
加電圧Ｖ１２は、事前に教示されているものとする。
【０１５１】
　図１５を参照して、説明する。１点教示の後、制御部２５に記憶されたプログラムによ
り、右側の可変焦点レンズ１５Ｒ側では、複数の関数、例えば、単位カウント数当たりの
印加電圧変化量が異なる関数ｙ＝ｆＲ１（ｘ）、関数ｙ＝ｆＲ２（ｘ）、関数ｙ＝ｆＲ３
（ｘ）等の関数が導出される。同様に、左側の可変焦点レンズ１５Ｌ側では、単位カウン
ト数当たりの印加電圧変化量が異なる関数ｙ＝ｆＬ１（ｘ）、関数ｙ＝ｆＬ２（ｘ）、関
数ｙ＝ｆＬ３２（ｘ）等の関数が導出される。そして、この複数の関数のなかから、使用
者が最も明瞭に見えると感じる関数を、右側の可変焦点レンズ１５Ｒ、左側の可変焦点レ
ンズ１５Ｌ毎に選択する。関数の選択に際しては、パターン選択ボタンを押して、使用者
が、最も明瞭に見える際の関数を選択する。
【０１５２】
　上記構成によれば、事前教示が１点で済み、教示の手間を簡素化することができる。
【０１５３】
（第５の実施形態）
　第１の実施形態では、制御部、電源供給部、操作部を、眼鏡フレームに内蔵したが、制
御部、電源供給部、操作部を眼鏡フレームと別体に設けてもよい。図１６に示すように、
リモートコントローラ８７を設け、眼鏡フレーム１３とリモートコントローラ８７とを、
信号線を含む電源ケーブル８９で接続する構成とした。リモートコントローラ８７には、
制御部２５、電源供給部２７、操作部９１が設けられる。なお、駆動部、制御部は、第１
の実施形態と同様の構成であるものとして、説明する。
【０１５４】
　電源供給部２７は、制御部２５に電力を供給し、かつ駆動部２３を駆動する。電源ケー
ブル８９は、上述したように、信号先を含む電源ケーブルであり、伸び縮みできるように
、らせん状に形成されている。また、操作部９１は、液晶画面を用いたタッチパネルとし
た。操作部９１は、第１の実施形態で説明した操作部４７に相当し、第１の実施形態で説
明した各種事前設定、モード切換等を行うことができる。
【０１５５】
　上記構成によれば、制御部２５、電源供給部２７、操作部９１を眼鏡フレームと別体に
設けたので、制御部、電源供給部、操作部の全てを眼鏡フレームに搭載する場合に比べて
、眼鏡フレームの重量を軽くすることができ、掛け心地のよい液体式可変焦点眼鏡を提供
することができる。
【０１５６】
（第６の実施形態）
　第５の実施形態では、眼鏡フレームと操作ユニットとを、信号線を含む電源ケーブルで
接続する構成としたが、眼鏡フレームと操作ユニットとの間で発生する制御を無線通信す
るようにしてもよい。図１７に示すように、眼鏡フレーム１３には、制御部２５、電源供
給部２７、無線通信部９３が設けられている。また、リモートコントローラ８７には、操
作部９１、無線通信部９５、電源供給部１０３が設けられている。無線通信部９３、無線
通信部９５を介して、双方向に通信することができる。
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【０１５７】
　リモートコントローラ８７に設けられた操作部９１を操作すると、所定の無線信号が、
無線通信部９３から無線通信部９５を経由して、制御部２５に送信される。また、制御部
２５から出力される信号が、無線通信部９５から無線通信部９３を経由して、リモートコ
ントローラ８７に無線送信される。
【０１５８】
　これによれば、操作部９１がリモートコントローラ８７に設けられており、しかも眼鏡
フレーム１３と、リモートコントローラ８７との間で行われる通信が、無線通信であるた
めに、リモートコントローラ８７を自由に配置して使用することができる。その結果、操
作性のよい液体式可変焦点眼鏡、利便性の高い液体式可変焦点眼鏡を提供することができ
る。なお、リモートコントローラ８７を腕、手首に装着できる腕輪型のコントローラにす
ると、さらに操作性、利便性が向上する。
【０１５９】
（第７の実施形態）
　第１の実施形態では、ステッピングモータを用いたが、ＤＣモータを用いてもよい。図
１８に示すように、ＤＣモータ９７の回転軸９７ａには、外周の一部に切り欠き部９９ａ
が形成された円板９９が固定されており、回転軸９７ａが回転すると、円板９９が一体と
なって回転する。センサ１０１は、円板９９の切り欠き部９９ａを検出することができる
ので、制御部は、所定の距離にある視認対象物が明瞭に視認できる場合の、回転量（駆動
量）を得ることができる。そして、ＤＣモータ９７を、この回転量（駆動量）分だけ作動
させれば、所定の距離にある視認対象物が明瞭に視認できる。センサ１０１の替わりに、
エンコーダを用いてもよい。この他、駆動部の駆動体として、サーボモータ、リニアモー
タなどであってもよい。
【０１６０】
（第８の実施形態）
　上述した液体式可変焦点眼鏡が、視認対象物までの距離を測定する距離測定手段（例え
ば、測距センサ、光電センサなど）を備え、この距離測定手段により測定された距離に応
じて、焦点距離を変更する液体式可変焦点眼鏡であってもよい。図１９に、距離測定手段
４５を備えた可変焦点眼鏡１１の平面断面図を示す。なお、上述した距離測定手段に代え
、所定の視認対象物の有無を検出する視認対象物検出手段（例えば、光電センサなど）が
設けられていてもよい。
【０１６１】
（第９の実施形態）
　上述した電圧印加式可変焦点眼鏡が、第１１の実施形態と同様に、視認対象物までの距
離を測定する距離測定手段（例えば、測距センサ、光電センサなど）を備え、この距離測
定手段により測定された距離に応じて、焦点距離を変更する電圧印加式可変焦点眼鏡であ
ってもよい。なお、上述した距離測定手段に代え、所定の視認対象物の有無を検出する視
認対象物検出手段（例えば、光電センサなど）が設けられていてもよい。
【０１６２】
（その他の実施形態）
　第１の実施形態では、駆動量検出手段として、ロータリエンコーダを用いたが、これに
限定されるものではない。例えば、ポテンショメータ、レゾルバを用いてもよい。また、
駆動部の特定の位置、例えば第１の実施形態で説明したピストンの移動量をセンサ、リニ
アエンコーダ等で検出するようにしてもよい。この場合、ピストンの移動量が駆動量であ
り、センサ、リニアエンコーダ等が、駆動量検出手段となる。
【０１６３】
　第１の実施形態では、ステッピングモータを用いてピストンを制御したが、ポンプを用
いて、ピストンを制御してもよい。この場合、ピストンの可動量（駆動量）を検出する可
動量検出手段（例えば、リニアセンサ）を設けると、バルブで制御する方式と比較して、
透明液体を精密に制御することができる。また、特許文献１の可変焦点眼鏡に記載されて
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いるリザーバに設けられたダイアルを駆動する駆動部を設け、この駆動部を自動制御する
ようにしてもよい。
【０１６４】
　また、第５の実施形態では、制御部、電源供給部、操作部を眼鏡フレームと別体に設け
たが、制御部、電源供給部、操作部の少なくとも１つを、眼鏡フレームと別体に設けても
よい。
【０１６５】
　また、第５の実施形態では、制御部、電源供給部、操作部を眼鏡フレーム１３と別体に
設けたが、さらに駆動部２３を、眼鏡フレームと別体に設けてもよい。この場合、例えば
、図１６に示すリモートコントローラ８７に駆動部２３Ｒ、２３Ｌを内蔵させ、眼鏡フレ
ーム１３側へと接続される配管を、電源ケーブル８９と、一体に設けるとよい。眼鏡フレ
ーム１３の内部には、可変焦点レンズ１５に繋がる配管路が形成される。
【０１６６】
　また、第５の実施形態は、液体式可変焦点レンズの変形例であるが、上述した電圧印加
式可変焦点眼鏡に同様の構成を適用して、眼鏡フレームとリモートコントローラとを、信
号線を含む電源ケーブルで接続する構成としてもよい。リモートコントローラには、制御
部、電源供給部、操作部が設けられる。なお、制御部、電源供給部、操作部の少なくとも
１つを、眼鏡フレームと別体に設けてもよい。
【０１６７】
　また、第６の実施形態では、制御部２５を眼鏡フレーム１３に設けたが、制御部２５を
、リモートコントローラ８７に設けてもよい。
【０１６８】
　また、第６の実施形態は、液体式可変焦点レンズの変形例であるが、上述した電圧印加
式可変焦点眼鏡に同様の構成を適用して、眼鏡フレームと操作ユニットとの間で発生する
制御を無線通信するようにしてもよい。なお、制御部を、リモートコントローラに設けて
もよい。
【０１６９】
　また、上述した電圧印加式可変焦点眼鏡は、電圧を印加することにより焦点距離を可変
する可変焦点眼鏡であればよく、上述した液晶式の可変焦点眼鏡に限定されない。例えば
、レンズホルダー（容器）内に所定の可撓膜を隔てて、導電性液体と、絶縁性流体とを封
入し、導電性液体に印加電圧を印加させて、界面を変化させ、焦点距離を変更する可変焦
点眼鏡（オランダ：フィリップス　エレクトロニックス社）、電子ウェッティング現象の
原理を利用したレンズを用いた電子眼鏡（フランス：バリオプティック社）であってもよ
い。また、印加電圧をかけることで、レンズに外力を加え、レンズ厚を変化させ、焦点距
離を変更する可変焦点眼鏡であってもよい。
【０１７０】
　また、上述した実施形態において、タッチセンサを操作する順番、タッチセンサを操作
することによって、駆動量を変化させる順番は、適宜変更可能である。
【０１７１】
　また、上述した電圧印加式可変焦点眼鏡には、例えば、特開２００９－２７１０９５（
可変焦点レンズ、オートフォーカス装置、および撮像装置）のように、電圧を印加するこ
とによって、柔軟なレンズ体の焦点距離を変化させる眼鏡も含まれる。
【０１７２】
　なお、本願発明は、上記実施形態のみに限定されるものではなく、請求項の範囲に記載
された技術的思想の中で、自由に変形が可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１７３】
【図１】第１実施形態による可変焦点眼鏡の平面図で、図２のＡ－Ａ断面図である。
【図２】第１実施形態による可変焦点眼鏡の正面図である。
【図３】図１のＢ－Ｂ断面図である。
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【図４】図１のＣ－Ｃ断面図である。
【図５】第１の実施形態による左側の可変焦点レンズおよび駆動部の拡大図である。
【図６】第１の実施形態による可変焦点眼鏡のブロック図である。
【図７】第１の実施形態による関数の説明図である。
【図８】第２の実施形態による可変焦点眼鏡の平面図である。
【図９】第２の実施形態による可変焦点眼鏡のＡ方向から観た外観図である。
【図１０】図８のＢ方向から見た側面図である。
【図１１】図８のＣ方向から見た側面図である。
【図１２】第２の実施形態による可変焦点眼鏡のブロック図である。
【図１３】第２の実施形態による関数の説明図である。
【図１４】第３の実施形態による関数の説明図である。
【図１５】第４の実施形態による関数の説明図である。
【図１６】第５の実施形態による可変焦点眼鏡の左側の可変焦点眼鏡の正面図である。
【図１７】第６の実施形態による可変焦点眼鏡の左側の可変焦点眼鏡の正面図である。
【図１８】第７の実施形態による可変焦点眼鏡の駆動部の説明図である。
【図１９】第８の実施形態による測距センサを備えた可変焦点眼鏡の説明図である。
【符号の説明】
【０１７４】
１１…可変焦点眼鏡
１３…眼鏡フレーム
１５、１５Ｒ、１５Ｌ…可変焦点レンズ
１７…フロント
１９、１９Ｒ、１９Ｌ…テンプル
２１…透明液体
２３、２３Ｒ、２３Ｌ…駆動部
２５…制御部
２７…電源供給部
３１…ピストン
３３…送りねじ軸
３５、３５Ｒ、３５Ｌ…ステッピングモータ
３７…貯留室
３９…ロータリエンコーダ
４１…測距センサ
４３…（欠番）
４５…距離測定手段
４７…操作部
４９…電源スイッチ
５１…タッチセンサ
５３…教示ボタン
５５…モード切換ボタン
５７…タッチセンサ
５９…登録ボタン
【要約】
【課題】　
　左右の視力が異なる使用者、あるいは左右の視力が同じ使用者が、可変焦点レンズの焦
点距離を連続的に変化させて、視認対象物を視認しようとした場合に、使用者毎に、左右
同時に、視認対象物を明瞭に視認できるようにすることができないという課題を有してい
る。
【解決手段】　
　可変焦点レンズ１５Ｒ、１５Ｌ、駆動部２３Ｒ、２３Ｌ、タッチセンサ５１、５７、制
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御部２５を備え、タッチセンサ５１、５７の操作時間の変化量、操作時間に相関する一定
の変化量のうち、いずれかの変化量に応じて変化する、個々の使用者が視認対象物を明瞭
に視認できる視認駆動量を、駆動部２３Ｒ、２３Ｌ毎に決定する機能を有しており、使用
者が、タッチセンサ５１、５７に対し、所定の操作をした場合に、駆動部２３Ｒ、２３Ｌ
の各駆動量が、同時に、視認駆動量となるように、制御部２５が駆動部２３Ｒ、２３Ｌを
個別に制御する。
【選択図】　　　　図１

【図１】

【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】
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【図６】

【図７】

【図８】
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【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】
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【図１３】

【図１４】

【図１５】
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【図１６】

【図１７】

【図１８】
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【図１９】
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